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い
の
ち
は
ぐ
く
む
京
丹
後

い
の
ち
は
ぐ
く
む
京
丹
後 

主な内容 

◆府県を越えた広域連携へ向け 
　　　　　　　　　　豊岡市との合同会議を開催、定例化へ 
◆環境循環都市をめざして　またまた前進 
　　　　　　　　　　　　　　小型風力発電機がさらに普及 

北近畿タンゴ鉄道の木津温泉駅構内に、

源泉かけ流しが自慢の足湯「しらさぎの湯」

が完成し、４月１日、オープニング記念

式典を開催しました（９ページ） 

い
の
ち
は
ぐ
く
む
京
丹
後 
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丹
後
・
但
馬
の
新
た
な
未
来
へ
の
躍
進
に
向
け
て 
丹
後
・
但
馬
の
新
た
な
未
来
へ
の
躍
進
に
向
け
て 

ま

ち

づ

く

り

 

ま

ち

づ

く

り

 

第１回豊岡市・京丹後市合同会議を開催 第１回豊岡市・京丹後市合同会議を開催 

京丹後市と豊岡市の主要施策などの情報交換を

行う中山泰京丹後市長（左端）と中貝宗治豊岡

市長（右端） 

　
京
丹
後
市
で
は
、
隣
接
す
る
豊
岡
市
と
府
県
を
越
え
た
広

域
的
な
連
携
を
強
め
る
こ
と
で
、
丹
後
・
但
馬
地
域
の
一
体

的
な
発
展
を
め
ざ
そ
う
と
、
三
月
二
十
三
日
、
「
ら
・
ぽ
ー

と
」
（
網
野
町
網
野
）
で
、
初
め
て
の
「
合
同
会
議
」
を
開

催
し
ま
し
た
。 

 

　
京
丹
後
市
と
豊
岡
市
は
、
隣
接
し
た
ま
ち
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
人
の
行
き
来
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
行
政
間

で
は
、
府
県
の
違
い
か
ら
情
報
の
交
流
も
少
な
く
、
合
併
以

前
か
ら
も
、
一
緒
に
な
っ
て
の
取
り
組
み
は
ほ
と
ん
ど
行
っ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
し
た
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
両
府
県
を
結
ぶ
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車

道
の
整
備
促
進
を
は
じ
め
と
す
る
両
市
の
共
通
課
題
を
共
有

す
る
こ
と
で
、
歩
調
を
あ
わ
せ
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
こ

う
と
、
こ
の
た
び
、
初
め
て
「
合
同
会
議
」
を
開
き
ま
し
た
。 

　
同
会
議
に
は
、
両
市
の
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
理
事
者
や
、

企
画
・
総
務
・
建
設
部
の
幹
部
職
員
な
ど
二
十
人
が
参
加
。

両
市
の
概
要
や
平
成
十
九
年
度
の
主
要
施
策
、
合
併
後
の
行

政
運
営
の
課
題
、
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
の
整
備
、
環
境

問
題
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
共
通
の
課
題
に
つ
い
て
情
報
交

換
を
行
い
ま
し
た
。 

　
中
山
市
長
は
「
府
県
を
越
え
て
、
初
め
て
合
同
会
議
が
開

催
で
き
た
こ
と
を
た
い
へ
ん
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
両
市
は
、

地
理
的
に
隣
接
し
、
人
的
に
も
交
流
の
深
い
ま
ち
で
あ
り
、

連
携
を
密
に
す
る
こ
と
は
、
お
互
い
の
ま
ち
づ
く
り
の
上
で
、

有
意
義
な
こ
と
で
す
。
本
日
は
、
両
市
の
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
出
発
点
で
あ
り
、
但
馬
・

丹
後
の
す
ば
ら
し
い
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
豊
岡
市
の
中
貝
宗
治
市
長

は
「
隣
同
士
の
ま
ち
で
あ
っ
て
も
、
府
県
の
違

い
か
ら
、
意
識
の
壁
が
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
こ
の
壁
を
打
ち
破
る
た
め
、
今
後
も
定
期

的
に
、
ま
た
折
に
ふ
れ
て
、
互
い
の
ま
ち
が
顔
を
あ
わ
せ
、

刺
激
し
あ
っ
て
、
関
係
を
密
に
し
て
い
き
た
い
。
但
馬
と
丹

後
が
一
つ
に
な
れ
ば
、
地
域
外
に
対
し
て
よ
り
魅
力
的
に
発

信
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
期
待
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 

　
次
回
の
合
同
会
議
は
、
豊
岡
市
で
の
開
催
を
両
市
で
確
認
。

引
き
続
き
、
こ
の
よ
う
な
合
同
会
議
の
場
を
定
期
的
に
持
ち
、

情
報
交
換
を
続
け
て
い
く
と
と
も
に
、
共
通
課
題
の
解
決
に

向
け
て
、
事
務
担
当
者
間
の
協
議
の
場
を
持
つ
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。 
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京丹後市の概要 

人　口／63,929人 

世帯数／22,669世帯 

（平成19年４月１日現在） 

面　積／501.84平方キロ㍍ 

位　置／東経135°03’ 

　　　　北緯35°37’ 

　　　　　（京丹後市役所） 

ひろがり／東西約35キロ㍍　

　　　　南北約30キロ㍍ 

 

　平成16年４月１日、京都

府北部の丹後半島に位置す

る６町（峰山町、大宮町、

網野町、丹後町、弥栄町、

久美浜町）が合併しました。 

　沿岸部は、山陰海岸国立

公園、若狭湾国定公園に指

定され、内陸部には標高

400～600㍍の山々が連な

ります。 

　今年１月22日には、府内

初の「循環・共生・参加ま

ちづくり表彰」【環境大臣

表彰】を受賞し、自然体験

を通じ環境を学ぶ「風のが

っこう京都」の開催や、太

陽光・風力発電とバイオガ

ス発電を組み合わせた新エ

コエネルギーの研究、鳴き

砂やブナ林など自然環境の

保全、資源循環型社会をめ

ざした使用済みてんぷら油

回収など、「いのち」が輝

き資源が循環する、自然と

共生した「環境循環都市」

の実現に取り組んでいます。 

豊岡市の概要 

人　口／91,357人 

世帯数／31,713世帯 

（平成19年４月１日現在） 

面　積／697.66平方キロ㍍ 

位　置／東経134°49’ 

　　　　北緯35°32’ 

　　　　　　（豊岡市役所） 

ひろがり／東西約38.8キロ㍍ 

　　　　南北約32.2キロ㍍ 

 

　平成17年４月１日、兵庫

県の北東部に位置する１市

５町（豊岡市、城崎町、竹

野町、日高町、出石町、但

東町）が合併。 

　市域の約８割が森林で、

北は日本海、東は京丹後市

に接し、中央部には円山川

が流れています。 

　平成17年９月には、国指

定の特別天然記念物・コウ

ノトリが自然放鳥され、「コ

ウノトリも住める環境」を

つくろうと、人里での野生

復帰をめざし、環境に配慮

した農業やエコエネルギー

の利用促進など、環境と経

済の両立・発展に取り組ん

でいます。 

　産業では、柳行李（やな

ぎごおり）にはじまる日本

有数のかばんの一大産地で

あり、観光では、小説家・

志賀直哉で知られる城崎温

泉や但馬の小京都と呼ばれ

る出石の城下町などが有名。 

豊岡市・中貝宗治市長 豊岡市・中貝宗治市長 

環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り 

　
京
丹
後
市
で
は
、
豊
か
な
自
然
を
次
世
代

に
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
「
環
境
循
環
都
市
」

を
め
ざ
し
、
自
然
と
共
生
す
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。
一
例
と
し
て
、
残
さ
の
回

収
に
よ
る
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
の
研
究
、
琴
引

浜
の
禁
煙
ビ
ー
チ
化
、
北
近
畿
最
大
規
模
を

誇
る
ブ
ナ
林
の
保
全
活
動
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
を
進
め
る

小
型
風
力
発
電
シ
ス
テ
ム
の
普
及
も
進
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
豊
岡
市

が
コ
ウ
ノ
ト
リ
も
住
め
る
環
境
づ
く
り
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
農
地
保
全
や
観
光
と
連

携
し
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
、
ま
た
環

境
関
連
企
業
の
集
積
の
取
り
組
み
と
同
調
す

る
こ
と
か
ら
、
両
市
で
は
類
似
す
る
自
然
環

境
の
保
全
を
共
同
課
題
と
し
て
、
環
境
へ
の

配
慮
を
し
な
が
ら
観
光
、
経
済
発
展
に
努
め

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
（
Ｋ
Ｔ
Ｒ
）
を
利
用

し
た
市
民
交
流 

　
こ
れ
ま
で
か
ら
京
丹
後
市
で
は
、
Ｋ
Ｔ
Ｒ

と
協
働
の
取
り
組
み
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
列
車

の
企
画
運
行
な
ど
に
よ
り
、
利
用
促
進
を
図

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
職
員
も
通
勤
に
利

用
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今

回
の
会
議
で
は
、
両
市
間
を
つ
な
ぐ
公
共
交

通
と
し
て
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
Ｋ
Ｔ
Ｒ

の
重
要
性
を
再
確
認
し
、
今
後
は
、
豊
岡
市

行
き
の
企
画
列
車
の
運
行
も
計
画
し
て
い
く

こ
と
を
検
討
し
て
い
く
と
と
も
に
、
豊
岡
市

も
Ｋ
Ｔ
Ｒ
を
利
用
し
て
多
く
の
市
民
の
か
た

が
京
丹
後
市
を
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。 

丹
後
・
但
馬
の
高
速
道
路
網
を
整
備
促
進 

　
京
丹
後
市
で
は
、「
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車

道
」
が
、
平
成
十
七
年
三
月
に
野
田
川
〜
大

宮
町
森
本
間
（
四
・
三
キ
ロ
㍍
）
が
整
備
区

間
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
昨
年
度
か

ら
測
量
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
残

り
の
区
間
に
つ
い
て
も
「
丹
後
・
地
域
高
規

格
道
路
推
進
協
議
会
」
を
舞
鶴
市
、
宮
津
市

を
は
じ
め
三
市
二
町
で
結
成
し
、
早
期
に
調

査
区
間
と
な
る
よ
う
に
要
望
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
本
年
十
月
に
は
、

京
都
府
と
兵
庫
県
、
鳥
取
県
の
三
府
県
に
よ

る
「
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
整
備
促
進
決

起
大
会
」
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の

会
議
で
、
両
府
県
を
つ
な
ぐ
高
速
道
路
の
重

要
性
を
再
認
識
す
る
と
と
と
も
に
、
今
後
は

事
務
担
当
者
間
の
会
議
を
持
つ
こ
と
で
連
携

を
強
め
、
少
し
で
も
早
く
推
進
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 
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﹁
あ
る
で
ぇ
丹
後
﹂に

ジ
ャ
ン
ボ
な
鯉
が
お
目
見
え

﹁
あ
る
で
ぇ
丹
後
﹂

﹁
あ
る
で
ぇ
丹
後
﹂に

ジ
ャ
ン
ボ
な
鯉
が
お
目
見
え

ジ
ャ
ン
ボ
な
鯉
が
お
目
見
え

﹁
あ
る
で
ぇ
丹
後
﹂に

ジ
ャ
ン
ボ
な
鯉
が
お
目
見
え

﹁
あ
る
で
ぇ
丹
後
﹂に

ジ
ャ
ン
ボ
な
鯉
が
お
目
見
え

大きな鯉のぼりに大興奮の子どもたち。み

んなで協力して鯉のぼりをあげました 

「
あ
る
で
ぇ
丹
後
」
の
新
た
な
シ

ン
ボ
ル
と
な
っ
た
鯉
の
ぼ
り 

　
春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た

四
月
八
日
、
丹
後
の
特
産
品
を
一

堂
に
揃
え
る
特
産
品
シ
ョ
ッ
プ
「
あ

る
で
ぇ
丹
後
」
で
、
大
宮
町
観
光

協
会
（
坪
倉
隆
士
会
長
）
が
主
体

と
な
り
、
こ
の
時
期
同
店
の
新
た

な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
「
ジ
ャ
ン
ボ

鯉
の
ぼ
り
」
を
あ
げ
ま
し
た
。 

　
同
観
光
協
会
は
、
市
の
玄
関
口

に
位
置
す
る
「
あ
る
で
ぇ
丹
後
」
に
、

観
光
に
訪
れ
た
か
た
へ
市
内
の
よ

り
す
ぐ
り
の
観
光
情
報
を
紹
介
す

る
「
観
光
案
内
交
番
」
・
「
観
光
情

報
交
番
」
を
開
設
し
よ
う
と
取
り

組
み
を
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
事
業
の
さ
き
が
け
と
し
て
、
丹

後
へ
の
さ
ら
な
る
誘
客
を
願
い
、「
丹

後
に
来
い
（
鯉
）」
を
合
言
葉
に
、

全
国
で
も
貴
重
な
全
工
程
手
づ
く

り
の
「
手
描
き
鯉
の
ぼ
り
」（
黒
鯉

五
・
四
㍍
、
赤
鯉
四
・
五
㍍
、
青

鯉
三
・
六
㍍
）
を
あ
げ
ま
し
た
。 

　
こ
の
鯉
の
ぼ
り
は
、
京
都
府
伝

統
産
業
優
秀
技
術
者
に
認
定
さ
れ

た
「
鯉
幟
（
の
ぼ
り
）
製
造
師
」

の
奥
田
稔
さ
ん
（
大
宮
町
河
辺
）
が
、

つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
当
日
は
、

子
ど
も
た
ち
が
元
気
い
っ
ぱ
い
に

鯉
の
ぼ
り
を
あ
げ
ま
し
た
。 

見て・触れて・あじわって見て・触れて・あじわって

京都のど真ん中に

　「丹後のええもん うまいもん店」開設

京都のど真ん中に

　「丹後のええもん うまいもん店」開設

丹後の優良産品を一堂に介した「丹後の

ええもん　うまいもん店」 

商
　
　
　
　
工
　
　
　
　
業 

　
丹
後
の
特
産
品
を
展
示
即
売
す
る
「
丹
後
の
え

え
も
ん
　
う
ま
い
も
ん
店
」
（
（
財
）
丹
後
地
域
地

場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
主
催
）
を
三
月
十
六
日
〜

十
八
日
ま
で
の
三
日
間
、
二
条
城
近
く
の
堀
川
商

店
街
（
京
都
市
上
京
区
）
で
開
設
し
、
京
都
市
内

の
み
な
さ
ん
へ
丹
後
の
魅
力
を
存
分
に
発
信
し
ま

し
た
。 

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
丹
後
の
優
れ
た
産
品
開
発

や
販
路
の
拡
大
に
取
り
組
ま
れ
、
今
年
度
に
は
、

新
た
な
事
業
と
し
て
、

丹
後
の
特
産
品
紹

介
や
観
光
情
報
を

発
信
し
、
市
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
京
都
市
内
に
情
報

発
信
拠
点
施
設
の
整
備
を
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
出
店
は
、
市
場
動
向
調
査
の
一
環
と
し
て
、

試
験
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
開
設
。 

　
店
鋪
は
、
堀
川
商
店
街
協
同
組
合
の
ご
協
力
に

よ
り
、
五
十
五
年
の
歴
史
を
持
ち
、
京
都
文
化
を

取
り
入
れ
た
珍
し
い
商
品
を
取
り
そ
ろ
え
る
人
情

味
あ
ふ
れ
た
同
商
店
街
の
店
鋪
（
広
さ
約
三
〇
平

方
㍍
）
に
、
丹
後
の
海
産
物
や
ち
り
め
ん
小
物
な

ど
計
百
二
十
八
品
目
を
出
品
し
、
三
日
間
で
、
延

べ
約
六
百
人
の
か
た
が
来
店
さ
れ
る
な
ど
、
丹
後

の
魅
力
を
存
分
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。 
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「協働・共感で響き合う」まちづくりをリード 「協働・共感で響き合う」まちづくりをリード 

京丹後市商工会を発足京丹後市商工会を発足京丹後市商工会を発足京丹後市商工会を発足

（峰山町・大宮町・網野町・丹後町・弥栄町・久美浜町） 

新商工会の基本理念 
　新たに発足した京丹後市商工会では、「協働・共感で響き合う」を基本理念に次の４つのリード（LEAD）

を通じて、まちづくりを推進していきます。 

「協働・共感で響き合う」まちづくりをリード（LEAD） 

　Level up（レベルアップ）地域全体の経営水準を高めるため、経営の革新を支援します 

　Expert（エキスパート）   専門家として、地域のさまざまな相談に適切に対応します 

　Action（アクション）      地域の特性を活かした事業活動を行い、豊かなまちづくりに貢献します 

　Dream（ドリーム）         地域の魅力を結集し、力強く・躍進的な、夢のある京丹後市をめざします 

テープカットで「京丹後市商工会」の 

　　　　　　　　新たな船出を祝いました 

　
京
丹
後
市
内
の
商
工
業
の
さ
ら
な
る
発
展
と
地
域

振
興
に
寄
与
す
る
商
工
会
を
め
ざ
し
て
、
市
内
の
六

町
商
工
会
（
峰
山
町
・
大
宮
町
・
網
野
町
・
丹
後
町
・

弥
栄
町
・
久
美
浜
町
）
が
合
併
し
、「
京
丹
後
市
商
工

会
」
と
し
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。 

 

　
商
工
会
の
広
域
で
の
合
併
は
、
京
都
府
内
で
も
初

め
て
。
昨
年
六
月
に
「
京
丹
後
市
内
六
町
商
工
会
合

併
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
慎
重
に
検
討
を
重
ね
、

十
二
月
に
は
、
各
町
の
商
工
会
長
が
「
商
工
会
合
併

契
約
書
」
に
署
名
・
押
印
し
、
合
併
の
準
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。 

　
新
商
工
会
の
会
長
に
は
、
沖
田
康
彦
さ
ん
（
旧
網

野
町
商
工
会
長
）
が
就
任
さ
れ
、
会
員
数
は
府
下
随

一
の
三
千
二
百
四
十
四
人
、
区
域
面
積
は
五
〇
一
・

八
四
平
方
㌔
メ
ー
ト
ル
。
本
所
は
、
峰
山
町
杉
谷
の

市
商
工
活
性
化
セ
ン
タ
ー
内
に
お
か
れ
、
そ
の
ほ
か

の
町
に
は
支
所
を
配
置
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
新
商
工

会
で
は
、「
協
働
・
共
感
で
響
き
合
う
ま
ち
づ
く
り
を

リ
ー
ド
（
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｄ
）
す
る
」
を
合
言
葉
に
、
力
強

く
躍
進
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
商
工
会
職

員
の
分
業
化
、
専
門
化
を
進
め
、
会
員
事
業
者
へ
よ

り
高
度
で
専
門
的
、
広
域
的
な
経
営

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
多
様
で
幅

広
い
要
望
に
も
対
応
し
て
い
く
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
四
月
二
日
に
は
、
本
所
で
開
所
式

が
開
か
れ
、
関
係
者
約
七
十
人
が
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
や
く
す
玉
開
き
な
ど
で
、

新
商
工
会
の
発
足
を
盛
大
に
祝
い
ま

し
た
。 

　
式
典
で
は
、
沖
田
商
工
会
長
が
「
会

員
の
み
な
さ
ん
と
商
工
会
が
一
体
と

な
っ
て
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
果

敢
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
ま
た
、
中
山
市
長
が
「
府
下

最
大
級
の
商
工
会
と
な
ら
れ
、
市
と

し
て
も
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
今

後
さ
ら
に
、
市
と
商
工
会
と
の
連
携

を
深
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

市
の
商
工
業
の
発
展
に
弾
み
が
つ
く

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。 
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市
　
立
　
図
　
書
　
館 

　小型風力発電機の普及促進事業は、市民のみなさんが主体となって活動されている「京

丹後エコファミリー」が、地域特性を活かして進めている全国的にもめずらしい先進的

な取り組みであり、平成19年度も継続して実施していきますので、興味のあるかたは、

京丹後エコファミリー事務局（環境推進課内☎69-0230）へご連絡ください。 

設置されたそれぞれの機器の活用方法 設置されたそれぞれの機器の活用方法 設置されたそれぞれの機器の活用方法 

　風のない日が続いても発電が可能な太陽光発

電との併設（ハイブリッド）システムによる、

自然エネルギー発電所となっています。 

　　直線翼垂直水平軸型の小型風力発電機（太陽光発電併設型含む）５台 

障
害
者
福
祉
施
設
に
建
て
ら
れ
た
小
型
風
力
発
電
機 

○活用方法　・家屋内の家電製品の電源 

　　　　　　・工場内の照明電源　　　　　

　　　　　　・電気店内の電源 

○定格出力　460Ｗ～1000W

一般家庭に建てられた 

　　　　　　小型風力発電機 

機械金属工場に建てられた 

　　　　　　小型風力発電機 運送会社に建てられた小型風力発電機 

一般家庭に建てられた小型風力発電機 

○活用方法　・家屋内の家電製品の電源 

　　　　　　・障害者福祉施設内の照明電源 

　　　　　　・工場内の照明電源 

　　　　　　・駐車場の外灯などの電源 

○定格出力　760Ｗ～1840Ｗ 

プロペラ型の小型風力発電機（太陽光発電併設型）　５台 
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機械金属工場に建てられた小型風力発電機 

平成１７年度に引き続き 平成１７年度に引き続き 平成１７年度に引き続き 

小型風力発電機がさらに普及 小型風力発電機がさらに普及 小型風力発電機がさらに普及 
平成平成18年度中に新たに年度中に新たに10基の小さな風力発電所が出現！！基の小さな風力発電所が出現！！ 平成平成18年度中に新たに年度中に新たに10基の小さな風力発電所が出現！！基の小さな風力発電所が出現！！ 平成18年度中に新たに10基の小さな風力発電所が出現！！ 

 

「
環
境
先
進
都
市
」
を
め
ざ
し
て
、
ま
た
ま
た
前
進

「
環
境
先
進
都
市
」
を
め
ざ
し
て
、
ま
た
ま
た
前
進 

「
環
境
先
進
都
市
」
を
め
ざ
し
て
、
ま
た
ま
た
前
進 

　
海
風
の
吹
く
京
丹
後
市
の
地
域
特
性
を
活
か
し
、

市
で
は
平
成
十
七
年
度
か
ら
地
球
温
暖
化
対
策
事

業
と
し
て
、
「
う
み
か
ぜ
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及

モ
デ
ル
事
業
」
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
市
民
の
み
な
さ
ん
や
事
業
者
の
か
た
の
協
力
を

得
て
、
平
成
十
八
年
度
に
は
新
た
に
十
基
の
小
型

風
力
発
電
機
を
設
置
。
こ
れ
で
市
内
に
は
、
平
成

十
七
年
度
に
設
置
さ
れ
た
十
一
基
と
あ
わ
せ
て
、

二
十
一
基
の
小
型
風
力
発
電
機
が
普
及
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ま
で
、
”風
の
力
“
を
電
気
に
か
え
る
風
力

発
電
は
、
太
鼓
山
風
力
発
電
所
の
よ
う
に
、
大
規

模
施
設
を
導
入
す
る
こ
と
で
進
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
、
一
般
家
庭
の
庭
や
家
屋
、
駐
車

場
や
公
園
な
ど
に
も
設
置
で
き
る
小
型
の
風
力
発

電
シ
ス
テ
ム
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
性
能

の
向
上
と
と
も
に
価
格
の
低
下
が
進
ん
だ
こ
と
で
、

数
十
万
円
で
設
置
で
き
る
実
用
的
な
機
種
も
市
販

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
平
成
十
七
年
度
に
市
内
に
設
置
さ
れ
た
小
型
風

力
発
電
シ
ス
テ
ム
は
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
発
電
量
を
記
録
す
る
な
ど
、
京
丹
後
市
に
は
風

力
発
電
機
の
設
置
に
適
し
た
、
風
況
の
よ
い
環
境

が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
小
型
風
力
発
電
シ
ス
テ
ム
を
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

学
習
教
材
と
し
て
活
用
し
た
環
境
学
習
会
が
市
内

で
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
環
境
学
習
に
も
役
立
つ
と

と
も
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界
の
関
係
者
や
教
育
関

係
者
、
行
政
関
係
者
な
ど
が
数
多
く
取
材
や
視
察

に
訪
れ
る
な
ど
、
多
方
面
か
ら
注
目
を
浴
び
て
い

ま
す
。 

　
小
型
風
力
発
電
機
を
設
置
さ
れ
た
か
た
に
感
想

を
聞
く
と
、
「
マ
イ
ホ
ー
ム
発
電
で
で
き
た
電
気

の
使
い
方
を
考
え
る
の
が
楽
し
い
」、「
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
取
り
組
む
必
要
性
を
感
じ
る
」、「
毎
日
の

天
候
が
気
に
な
る
よ
う
に
な
っ
た
」、「
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
つ
く
る
こ
と
の
た
い
へ
ん
さ
を
実
感
し
た
」

な
ど
、
環
境
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
な
ど
の
効
果

も
あ
る
よ
う
で
す
。 

　
市
内
に
小
型
風
力
発
電
機
の
設
置
が
進
む
こ
と

で
、
「
環
境
に
や
さ
し
い
京
丹
後
市
」
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
が
で
き
、
環
境
・
観
光
の
両
面
か
ら

の
効
果
が
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。 

　
市
民
の
み
な
さ
ん
も
、
市
内
の
い
た
る
と
こ
ろ

で
目
に
す
る
風
力
発
電
を
見
な
が
ら
、
ぜ
ひ
、
環

境
保
全
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。 
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木津温泉駅に完成した足湯。泉質は、弱アルカリ

性単純泉、外傷や湿疹、胃腸病などに効果。 

無料、9：00～17：00まで 

木津温泉駅に源泉かけ流し 

        「足湯」オープン 

木津温泉駅に源泉かけ流し 

        「足湯」オープン 

心も体もほっこり心も体もほっこり

障害のあるかたの 

　自立と社会参加を推進 

障害のあるかたの 

　自立と社会参加を推進 

障害者施設に

　　清掃作業を委託

障害者施設に

　　清掃作業を委託

峰山総合福祉センターの清掃作業に取

り組む障害者福祉施設のみなさん 

　
雇
用
・
就
労
の
機
会
を
通
じ
て
、
障
害

者
の
か
た
の
自
立
と
社
会
参
加
を
促
進
し

よ
う
と
、
市
で
は
、
四
月
か
ら
、
峰
山
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
清
掃
作
業
を
市
内
の

障
害
者
施
設
へ
委
託
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ま
で
、
市
有
施
設
の
清
掃
作
業
の

ほ
と
ん
ど
は
、
社
団
法
人
京
丹
後
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
い
ま
し

た
が
、
障
害
者
の
か
た
の
就
労
を
積
極
的

に
支
援
し
て
い
く
施
策
の
一
環
と
し
て
、

初
め
て
障
害
者
施
設
に
委
託
。
今
回
は
、

「
み
ね
や
ま
作
業
所
」（
峰
山
町
内
記
）
と

「
峰
山
共
同
作
業
所
」
（
峰
山
町
杉
谷
）

の
二
施
設
に
、
峰
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
清
掃
作
業
を
委
託
し
ま
し
た
。
清
掃
作

業
は
、
週
二
回
、
二
つ
の
施
設
が
一
月
ご

と
に
交
代
で
受
け
持
ち
、
二
人
体
制
で
作

業
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
初
日
の

四
月
三
日
に
は
、
峰
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
開
始
式
を
行
い
、
両
施
設
の
関
係
者

の
か
た
な
ど
約
三
十
人
が
参
加
。
上
田
保

健
福
祉
部
長
が
「
清
掃
作
業
だ
け
で
な
く
、

市
職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
と

る
中
で
、
お
互
い
に
気
持
ち
よ
く
勤
め
て

い
た
だ
き
、
今
後
の
就
労
の
場
を
広
げ
て

い
た
だ
く
機
会
と
し
て
く
だ
さ
い
」
と
激

励
し
、
早
速
、
施
設
の
ロ
ビ
ー
や
会
議
室

な
ど
の
モ
ッ
プ
が
け
や
掃
除
機
が
け
な
ど

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
市
で
は
障
害
の
あ
る
か
た
の
就

労
に
関
す
る
相
談
支
援
の
た
め
、
四
月
か

ら
は
、
「
社
会
福
祉
法
人
よ
さ
の
う
み
福

祉
会
」
が
運
営
す
る
「
京
丹
後
市
障
害
者

相
談
支
援
事
業
所
『
結
（
ゆ
い
）』」
が
、

旧
峰
山
町
商
工
会
建
物
内
（
峰
山
町
杉
谷
）

へ
就
労
支
援
の
た
め
の
専
任
職
員
を
配
置

し
、
障
害
の
あ
る
か
た
の
就
労
意
欲
や
就

業
能
力
を
高
め
る
た
め
の
相
談
や
助
言
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
府
内
最
古
の
温
泉
と
し
て
も
知
ら
れ
る
網

野
町
木
津
温
泉
に
、
木
津
温
泉
振
興
組
合
（
蛭

子
正
之
理
事
長
）
が
、
木
津
温
泉
駅
構
内
に

足
湯
「
し
ら
さ
ぎ
の
湯
」
を
整
備
さ
れ
、
四

月
一
日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
記
念
式
典
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

 

　
木
津
温
泉
は
、
奈
良
時
代
の
天
平
年
間
に

高
僧
行
基
が
足
の
傷
を
癒
（
い
や
）
す
「
し

ら
さ
ぎ
」
を
み
て
発
見
し
た
と
伝
え
ら
れ
る

温
泉
で
、
こ
の
た
び
完
成
し
た
足
湯
に
も
こ

の
天
然
温
泉
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
源
泉
か

け
流
し
が
自
慢
の
広
さ
三
四
平
方
㍍
、
屋
根
・

外
壁
つ
き
で
、
二
つ
の
浴
槽
の
あ
る
ゆ
っ
た

り
と
し
た
つ
く
り
で
、
木
津
温
泉
の
新
た
な

観
光
の
名
所
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。 

　
こ
の
事
業
は
、
市
が
入
湯
税
を
活
用
し
、

観
光
イ
ン
フ
ラ
（
社
会
基
盤
）
の
整
備
を
行

う
目
的
で
設
置
す
る
「
観
光
の
魅
力
づ
く
り

事
業
」
補
助
金
を
活
用
し
、
木
津
温
泉
組
合

が
、
昨
年
秋
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
三
月
十
八
日
か
ら
は
、
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄

道
（
Ｋ
Ｔ
Ｒ
）
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ
り
、
木

津
温
泉
駅
に
特
急
列
車
が
年
間
を
通
じ
て
停

車
す
る
こ
と
と
な
り
、
一
層
の
誘
客
が
期
待

さ
れ
ま
す
。 

　
市
内
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
入
湯
税
を
活

用
し
た
観
光
基
盤
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
久
美
浜
町
湊
宮
の
小
天
橋
温
泉
協
会
に

よ
る
街
路
灯
の
整
備
や
温
泉
源
の
補
強
、
海

岸
の
保
全
、
環
境
整
備
な
ど
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。 
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効能豊かな温泉での半身浴やストレッチで、

心も体もリラックスされる参加者のみなさん 

山菜や薬草などの地場食材を活用した 

　　おいしいヘルシーランチに話もはずみます 

京
丹
後
市「
健
康
づ
く
り 

大
学
」実
践
講
座
を
開
講 

京
丹
後
市「
健
康
づ
く
り 

大
学
」実
践
講
座
を
開
講 

温 
　泉 

食 
　事 

環 
　境 

運 
　動 

「癒しの空間」温泉施設の活性化に向けて 「癒しの空間」温泉施設の活性化に向けて 

リフレッシュエリア丹後を全国へ発信 リフレッシュエリア丹後を全国へ発信 

　
京
丹
後
市
の
す
ば
ら
し
い
自
然
環
境
や
温
泉

の
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
、
全
国
に
発
信
し
よ
う
と
、

近
年
の
健
康
志
向
の
高
ま
り
を
背
景
に
食
事
や

運
動
に
よ
る
温
泉
療
法
・
療
養
を
取
り
入
れ
た

「
健
康
づ
く
り
大
学
」
実
践
講
座
を
三
月
二
十

日
、
宇
川
温
泉
「
よ
し
野
の
里
」（
丹
後
町
久
僧
）

で
開
催
し
ま
し
た
。 

 

　
市
内
に
は
、
海
・
山
を
は
じ
め
と
す
る
豊
か

な
自
然
と
多
く
の
温
泉
、
個
性
豊
か
な
歴
史
・

文
化
な
ど
価
値
の
高
い

観
光
資
源
が
数
多
く
潜

在
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、

そ
れ
ら
を
観
光
産
業
の

大
き
な
柱
と
し
て
位
置

づ
け
、
さ
ら
な
る
丹
後

の
魅
力
の
全
国
発
信
に

向
け
て
、
観
光
資
源
を
総
合
的
に
活

用
し
た
事
業
展
開
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

　
近
年
の
観
光
ス
タ
イ
ル
は
、
そ
の

土
地
の
自
然
や
風
物
、
人
情
に
触
れ
、

心
を
癒
（
い
や
）
し
、
安
ら
ぐ
参
加

体
験
型
へ
の
志
向
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
の
健
康
ブ
ー
ム
か
ら
、

温
泉
や
自
然
環
境
、
薬
草
、
海
・
山

の
地
場
食
材
な
ど
を
、
温
泉
療
法
・

療
養
の
中
で
活
用
し
よ
う
と
、
全
国
の

温
泉
地
で
滞
在
型
の
温
泉
療
養
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
進
め
ら
れ
、
京
丹
後
市
に
お
い

て
も
そ
の
策
定
に
平
成
十
八
年
度
か
ら

着
手
。
今
回
は
、
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
エ

リ
ア
丹
後
（
温
泉
施
設
活
性
化
）
推
進

検
討
調
査
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
経

済
産
業
省
所
管
の
社
団
法
人
・
民
間
活

力
開
発
機
構
と
と
も
に
、
「
健
康
づ
く

り
大
学
」
実
践
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
実
践
講
座
に
は
、
地
元
温
泉
関
係
者

や
住
民
の
み
な
さ
ん
四
十
八
人
が
モ
ニ

タ
ー
（
商
品
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、

意
見
や
感
想
を
述
べ
る
か
た
）
と
し
て

参
加
。
温
泉
療
法
医
な
ど
の
温
泉
療
養

の
専
門
家
か
ら
、
体
に
負
担
の
少
な
い
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
の
で
き
る
入
浴
法
や
食
事
療
法
、

運
動
・
環
境
療
法
の
講
議
と
実
践
指
導
を
学
び

ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
民
間
活
力
開
発
機
構
と
協
力
し
、

こ
れ
ま
で
行
っ
た
研
究
・
調
査
結
果
や
多
く
の

関
係
者
の
み
な
さ
ん
の
声
を
も
と
に
、
市
内
に

あ
る
温
泉
の
新
し
い
活
用
法
と
し
て
、
丹
後
地

域
に
自
生
す
る
薬
草
や
地
場
食
材
、
心
癒
さ
れ

る
自
然
環
境
と
い
っ
た
健
康
素
材
（
温
泉
・
食

事
・
運
動
・
環
境
）
を
組
み
合
わ
せ
た
独
自
の

「
温
泉
療
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定
。
今
年
度

に
は
、
市
外
観
光
者
向
け
の
「
健
康
づ
く
り
大

学
」
実
践
講
座
を
市
内
の
温
泉
施
設
な
ど
で
実

施
し
、
京
丹
後
市
を
「
癒
し
の
空
間
」
と
し
て
、

全
国
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
観
光
客
の
よ
り

一
層
の
誘
致
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。 
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海
上
事
故
の
な
い 

　
　
　
社
会
を
め
ざ
し
て 

海
上
事
故
の
な
い 

　
　
　
社
会
を
め
ざ
し
て 

安
全
で
安
心
な 

　
道
路
交
通
の
形
成
に
向
け
て 

安
全
で
安
心
な 

　
道
路
交
通
の
形
成
に
向
け
て 

昨年、市内の小学校で開催された交通安全教室 

め
、
関
係
事
業
者
の
か
た
へ
の
指

導
の
強
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

 

○
交
通
環
境 

　
円
滑
で
快
適
な
交
通
社
会
の
形

成
の
た
め
、
道
路
の
利
用
実
態
や

交
通
量
を
把
握
し
、
歩
道
や
バ
イ

パ
ス
な
ど
の
機
能
分
担
さ
れ
た
道

路
網
の
整
備
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
道
路
標
識
の
大
型
化
・

灯
火
化
・
自
発
光
化
に
よ
る
見
や

す
い
道
路
表
示
へ
の
改
善
な
ど
、

交
通
安
全
施
設
の
整
備
や
、
危
険

運
転
の
取
り
締
り
な
ど
関
係
機
関

と
の
協
力
に
よ
る
効
果
的
な
交
通

規
制
の
推
進
な
ど
、
交
通
の
流
れ

を
秩
序
づ
け
、
安
全
な
運
行
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。 

　
道
路
交
通
を
取
り
巻
く
状
況
を

み
る
と
、
高
規
格
道
路
の
計
画
や

国
・
府
道
な
ど
の
整
備
か
ら
、
交

通
量
の
一
層
の
増
加
が
予
測
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
平
成
二
十
二
年
の

高
齢
化
率
が
三
一
・
五
㌫
（
推
計

値
）
ま
で
上
昇
す
る
も
の
と
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
交
通
死
亡
事

故
の
当
事
者
と
な
る
比
率
の
高
い

高
齢
者
人
口
の
増
加
も
、
道
路
交

通
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
量
的
・
質
的
に
変
化
し
て
い
く

道
路
交
通
を
踏
ま
え
、
交
通
事
故

の
実
態
に
十
分
対
応
し
た
交
通
安

全
対
策
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
、

市
で
は
、
次
の
点
を
中
心
に
活
動

を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

 

○
「
人
」
の
視
点
に
立
っ
た
交
通

安
全
対
策
を
推
進 

　
市
内
の
道
路
交
通
環
境
の
状
況

を
み
る
と
、
交
通
量
の
多
い
道
路

へ
の
歩
道
整
備
や
冬
季
積
雪
時
の

通
学
路
の
除
雪
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

な
ど
の
歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
な
ど
依
然
と
し
て
十
分
と
は

い
え
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
バ
イ
パ

ス
の
整
備
な
ど
、
生
活
道
路
と
観

光
・
通
過
交
通
の
分
離
を
推
進
し
、

歩
行
者
や
高
齢
者
の
か
た
な
ど
交

通
弱
者
の
か
た
の
視
点
に
立
っ
た

交
通
安
全
対
策
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。 

 

○
自
動
車
利
用
を
抑
制 

　
自
動
車
の
利
用
抑
制
は
、
交
通

事
故
の
発
生
率
を
下
げ
、
道
路
交

通
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
に
も
重

要
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
鉄
道
・

バ
ス
な
ど
の
運
行
頻
度
・
乗
り
継

ぎ
改
善
な
ど
に
よ
り
公
共
交
通
の

利
用
を
促
進
し
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド

ラ
イ
ド
（
自
宅
か
ら
車
で
最
寄
り

駅
ま
で
行
き
、
公
共
交
通
に
乗
り

換
え
、
移
動
す
る
こ
と
）
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。
加
え
て
一
人
ひ

と
り
の
交
通
行
動
を
環
境
負
荷
の

小
さ
な
も
の
へ
と
誘
導
す
る
モ
ビ

リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
車
依

存
の
生
活
習
慣
か
ら
、
上
手
に
車

と
公
共
交
通
を
利
用
す
る
習
慣
へ

の
変
化
を
期
待
す
る
啓
発
活
動
）

に
も
取
り
組
み
ま
す
。 

 

○
民
間
と
協
力
し
た
災
害
時
・
応

急
時
の
迅
速
な
対
応 

　
万
一
、
交
通
事
故
が
発
生
し
た

と
き
に
は
、
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
、
救
助
体
制
の
充
実
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
救
命
率
の
向
上

に
お
い
て
は
、
救
急
救
命
士
の
養

成
や
高
規
格
救
急
自
動
車
の
整
備
・

拡
充
を
図
り
、
救
助
活
動
の
円
滑

な
実
施
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
搬
送
途
上
な

ど
で
の
医
師
の
指
示
・
助
言
に
よ

る
一
般
救
急
隊
員
の
応
急
処
置
体

制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

緊
急
性
を
伴
う
救
急
に
つ
い
て
は
、

「
株
式
会
社
に
し
が
き
本
社
」
の
ヘ

リ
ポ
ー
ト
を
離
発
着
場
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
や
、
災
害
時
の
緊
急

輸
送
道
路
の
確
保
の
た
め
、
市
内

の
建
設
業
関
係
の
二
団
体
と
の
協

定
に
基
づ
き
、
迅
速
に
対
応
し
て

い
き
ま
す
。 

 

○
交
通
安
全
に
お
け
る
意
識
の
向

上
と
各
世
代
に
応
じ
た
交
通
安

全
教
室
の
充
実 

　
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
を
限
り

な
く
ゼ
ロ
に
近
づ
け
、
人
の
い
の

ち
を
交
通
事
故
の
脅
威
か
ら
守
る

た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
交
通

安
全
意
識
の
高
揚
が
何
よ
り
も
大

切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
幼
児
〜
高
齢
者
の
か
た
ま

で
の
年
齢
階
層
に
応
じ
た
段
階
的
・

体
系
的
な
交
通
安

全
教
室
を
開
催
し

て
い
き
ま
す
。
特

に
、
今
後
、
人
口

の
高
齢
化
に
伴
う

高
齢
運
転
者
の
か

た
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

参
加
・
体
験
・
実

践
型
の
交
通
安
全

教
室
を
積
極
的
に

促
進
し
て
い
き
ま

す
。 

　
日
本
海
に
面
す
る
本
市
で
は
、

漁
業
が
盛
ん
で
あ
り
、
ま
た
美
し

い
海
岸
線
が
広
が
る
こ
と
か
ら
、

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
も
急
増
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
市
独
自
の
施
策

と
し
て
、
海
上
事
故
の
発
生
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
、
第
八
管
区

海
上
保
安
本
部
を
は
じ
め
、
漁
業

協
同
組
合
な
ど
関
係
機
関
・
団
体

の
み
な
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
り
、

海
上
交
通
の
安
全
対
策
に
も
努
め

て
い
き
ま
す
。 
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京
丹
後
市
の
交
通
に
お
け
る 

　
　
　
　
　
　
現
状
と
課
題 

京
丹
後
市
の
交
通
に
お
け
る 

　
　
　
　
　
　
　
現
状
と
課
題 

市内における交通事故の発生状況 

計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

計
画
の
基
本
的
な
考
え
方 

　
〜
　
〜「
人
優
先

人
優
先
」の
交
通
安
全
〜

の
交
通
安
全
〜 

計
画
の
基
本
的
な
考
え
方 

　
〜「
人
優
先
」の
交
通
安
全
〜 

 　　 区分  発生　死者　負傷　高齢者（65歳以上） 

 年　　　　件数　 数　  者数　死者数　負傷者数 

 平成12年　270　  8　　356　　 3　　　  66 

 平成13年　260　  4　　352　　 3　　　  67 

 平成14年　217　  2　　293　　 0　　　  65 

 平成15年　271　  8　　339　　 7　　　  81 

 平成16年　295　  7　　382　　 5　　　  82 

 平成17年　293　  4　   382　　 2　　　  70

 

（資料：京都府警察本部） 

総
合
的
施
策
展
開
の
た
め
の 

　
　
　
　
　
　
　
三
つ
の
要
素 

総
合
的
施
策
展
開
の
た
め
の 

　
　
　
　
　
　
　
三
つ
の
要
素 

～うるおい安全都市をめざし～ 

　
現
在
、
市
内
で
は
約
一
万
六
千

台
の
自
動
車
が
保
有
さ
れ
、
私
た

ち
の
生
活
の
重
要
な
移
動
手
段
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
道
四

八
二
号
の
た
ん
た
ん
ト
ン
ネ
ル
や

国
道
三
一
二
号
の
新
比
治
山
ト
ン

ネ
ル
の
開
通
な
ど
、
幹
線
道
路
の

整
備
が
進
み
、
市
域
外
と
の
往
来

が
増
え
、
市
内
の
交
通
量
も
大
幅

に
増
大
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
道

路
整
備
に
よ
り
、
私
た
ち
の
生
活

は
よ
り
便
利
に
な

る
反
面
、
痛
ま
し

い
交
通
死
亡
事
故

な
ど
も
後
を
断
ち

ま
せ
ん
。
本
市
の

交
通
事
故
発
生
件

数
を
み
る
と
、
平

成
十
七
年
の
発
生

件
数
二
百
九
十
三

件
で
、
特
に
高
齢

者
の
か
た
が
関
わ

る
交
通
事
故
が
多

く
、
交
通
事
故
死

亡
者
数
の
約
半
分

を
占
め
て
い
ま
す
。 

　
今
後
、
一
層
の

高
齢
化
が
予
測
さ

れ
る
中
で
、
年
齢

な
ど
に
関
わ
ら
ず
多
く
の
か
た
が

利
用
し
や
す
い
、
安
全
で
円
滑
、

そ
し
て
快
適
な
交
通
社
会
の
構
築

が
早
急
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
「
京
丹
後
市
交
通
安
全
対
策
会

議
」（
会
長
・
中
山
市
長
）
で
は
、

だ
れ
も
が
快
適
で
暮
ら
し
や
す
い

「
う
る
お
い
安
全
都
市
」
の
実
現
を

め
ざ
し
、
陸
上
・
海
上
交
通
の
安

全
に
関
す
る
総
合
的
か
つ
長
期
的

な
施
策
の
大
綱
と
し
て
「
第
二
次

京
丹
後
市
交
通
安
全
計
画
」（
平
成

十
八
年
度
〜
二
十
二
年
度
・
五
か

年
）
を
こ
の
た
び
策
定
し
ま
し
た
。 

　
自
動
車
と
比
較
し
て
弱
い

立
場
に
あ
る
歩
行
者
、
特
に

高
齢
者
の
か
た
や
身
体
に
障

害
の
あ
る
か
た
、
子
ど
も
た

ち
の
安
全
確
保
の
た
め
、「
人

優
先
」
の
交
通
安
全
思
想
を

基
本
に
お
い
て
、
交
通
安
全

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
計

画
で
は
、
交
通
社
会
を
構
成

す
る
「
人
間
」
、
車
両
な
ど

の
「
交
通
機
関
」
お
よ
び
そ

れ
ら
が
活
動
す
る
場
と
し
て
の
「
交

通
環
境
」
の
三
つ
の
要
素
に
つ
い

て
、
そ
の
関
連
を
考
慮
し
な
が
ら
、

交
通
事
故
の
原
因
を
調
査
・
分
析

し
、
適
切
か
つ
効
果
的
な
交
通
安

全
対
策
を
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
の
も
と
、
推
進
し
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。 

○
人
間 

　
交
通
機
関
の
安
全
な
運
転
を
確

保
す
る
た
め
、
運
転
者
の
知
識
・

技
能
の
向
上
や
指
導
・
取
り
締
り

の
強
化
と
と
も
に
、
歩
行
者
に
対

し
て
も
交
通
社
会
の
一
員
と
し
て
、

交
通
安
全
意
識
の
か
ん
養
を
図
る

こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
交

通
安
全
に
関
す
る
教
育
や
普
及
啓

発
活
動
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。 

 

○
交
通
機
関 

　
効
果
的
な
交
通
安
全
対
策
を
実

施
す
る
た
め
に
は
、
運
転
者
な
ど

の
行
動
だ
け
で
な
く
、
車
両
な
ど

の
構
造
面
に
お
け
る
安
全
対
策
も

重
要
と
い
え
ま
す
。
そ
の
た
め
車

両
な
ど
の
構
造
、
設
備
、
装
置
な

ど
の
安
全
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、

高
い
安
全
水
準
を
維
持
さ
せ
る
た 

通学時の安全確保のため、市内の２か所に新たに信号機が

設置されました 

災害に強く災害に強く、快適で暮らしやすい快適で暮らしやすい 災害に強く、快適で暮らしやすい 

～うるおい安全都市をめざし～ 

「第２次京丹後市交通安全計画」を策定 「第２次京丹後市交通安全計画」を策定 
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に
こ
に
こ
カ
ー

　
　
　
新
た
に
七
台
増
車

に
こ
に
こ
カ
ー

　
　
　
新
た
に
七
台
増
車

十
四
台
が
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る 

十
四
台
が
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る 

大規模災害に備え　医療救援活動に関する協定を締結 

北丹医師会 

協
定
を
締
結
し
固
い
握
手
を
交
わ
す
、
笹

野
会
長
（
右
）
と
中
山
市
長
（
左
） 

　
市
で
は
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
さ
ら
な
る
推

進
を
図
る
た
め
、
北
丹
医
師
会
（
笹
野
満
会
長
・
六
十
一

人
）
と
、「
災
害
時
等
に
お
け
る
医
療
救
援
活
動
に
関
す
る

協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。 

　
同
協
定
で
は
、「
京
丹
後
市
地
域
防
災
計
画
」
に
基
づ
き
、

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
市
の
要
請
に
よ
り
医

療
救
援
班
を
編
成
し
、
出
動
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
医
療

品
な
ど
の
備
蓄
体
制
を
整
え
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。 

　
三
月
二
十
日
に
市
役
所
で
行
っ
た
「
調
印
式
」
で
は
、

笹
野
会
長
と
中
山
市
長
が
協
定
書
を
取
り
交
わ
し
、
笹
野

会
長
か
ら
「
協
定
の
締
結
は
、
数
年
前
か
ら
の
北
丹
医
師

会
の
懸
案
事
項
で
あ
り
、
念
願
が
叶
い
ま
し
た
。
今
後
は
、

市
の
医
療
活
動
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
力

強
い
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

「
に
こ
に
こ
カ
ー
」
の
贈
呈
を
喜
ぶ 

　
　
　
　
島
津
小
学
校
の
新
入
生
の
み
な
さ
ん 

　
地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
痛
ま
し
い
事

件
や
事
故
か
ら
守
り
、
す
こ
や
か
な
成
長
を
願
い
、

市
内
の
民
間
企
業
か
ら
、
新
た
に
七
台
の
「
子

ど
も
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
車
」
（
愛
称
・
に
こ

に
こ
カ
ー
）
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。
小
学

校
の
入
学
式
が
あ
っ
た
四
月
九
日
に
は
、
網

野
町
の
島
津
小
学
校
（
清
水
道
子
校
長
・
百

十
五
人
）
で
、
パ
ト
ロ
ー
ル
車
の
配
車
式
を

行
い
、
新
入
生
の
子
ど
も
た
ち
十
九
人
と
パ

ト
ロ
ー
ル
車
の
新
た
な
門
出
を
喜
び
ま
し
た
。 

　
全
国
で
、
子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る
痛
ま

し
い
事
件
が
発
生
す
る
中
、
市
で
は
、
地
域

ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
を
守
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
を
推
進
し
、
こ
の
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て
、
市
内
の
複
数
の
民
間
企
業
か
ら

寄
付
を
受
け
、
昨
年
度
に
七
台
の
パ
ト
ロ
ー

ル
車
を
購
入
。
教
職
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
み

な
さ
ん
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
か
た
の
ご

協
力
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
の

た
め
、
登
下
校
時
を
中
心
に
、
巡
回
・
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
は
、
各
町
に
一
台
ず
つ
パ
ト
ロ

ー
ル
車
を
配
置
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の

寄
贈
に
よ
り
、
合
計
十
四
台
を
網
野
・
久
美

浜
町
に
各
三
台
、
峰
山
・
弥
栄
・
丹
後
町

に
各
二
台
、
大
宮
町
・
教
育
委
員
会
に
各

一
台
ず
つ
再
配
置
し
、
運
行
し
て
い
き
ま

す
。 

　
市
で
は
今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
の
安
心
・

安
全
を
守
る
取
り
組
み
を
広
げ
て
い
く
た

め
、
昨
年
に
設
立
し
た
「
京
丹
後
市
子
ど

も
を
守
る
基
金
」
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る

か
た
か
ら
の
善
意
で
台
数
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。 
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氏　名 

荻野　弥生 

中西　義明 

長谷川　誠 

藤原　宣生 

馬渕　敏子 

浅田　郁子 

橋田　清志 

原　　諦子 

安田　昌洋 

池口紀代美 

梅田　保久 

関　　有子 

住　所 

峰山町荒山 

峰山町長岡 

峰山町五箇 

峰山町内記 

峰山町安 

大宮町明田 

大宮町河辺 

大宮町口大野 

大宮町奥大野 

網野町網野 

網野町網野 

網野町島津 

電話番号 

62-1973 

62-2304 

62-2118 

62-2396 

62-0682 

64-3486 

64-2872 

68-5001 

64-2134 

72-0540 

72-2143 

72-0215

氏　名 

引野　俊一 

松本　敦子 

祝前イソ野 

小倉美喜雄 

中江　恒二 

辻村世津子 

平林與志朗 

吉岡　敦子 

井上　宗円 

橋　　弘 

西田　晴子 

山添美智惠 

電話番号 

72-2610 

72-2917 

76-0629 

76-0548 

75-0857 

65-3106 

65-2374 

65-2020 

83-0154 

82-0417 

85-0396 

85-0584

住　所 

網野町郷 

網野町郷 

丹後町谷内 

丹後町鞍内 

丹後町間人 

弥栄町吉沢 

弥栄町井辺 

弥栄町溝谷 

久美浜町湊宮 

久美浜町 

久美浜町芦原 

久美浜町金谷 

京丹後市人権擁護委員のみなさん 京丹後市人権擁護委員のみなさん 京丹後市人権擁護委員のみなさん 
（平成19年４月１日現在・順不同・敬称略） 

人
権
擁
護
委
員
は

　
　
み
な
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
で
す

人
権
擁
護
委
員
は

　
　
み
な
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
で
す

 

第
二
期
　
京
丹
後
市
交
通
安
全
指
導
員
ス
タ
ー
ト

第
二
期
　
京
丹
後
市
交
通
安
全
指
導
員
ス
タ
ー
ト

第
二
期
　
京
丹
後
市
交
通
安
全
指
導
員
ス
タ
ー
ト

交
通
安
全
の
普
及
・
啓
発
・
指
導

交
通
安
全
の
普
及
・
啓
発
・
指
導 

交
通
安
全
の
普
及
・
啓
発
・
指
導 

交
通
安
全
指
導
員
会

交
通
安
全
指
導
員
会 

　
会
長
　
久
古
　
喜
知
さ
ん

　
会
長
　
久
古
　
喜
知
さ
ん 

交
通
安
全
指
導
員
会 

　
会
長
　
久
古
　
喜
知
さ
ん 

増田　明子 

田中千壽子 

安久　吉則 

河野　忠夫 

久古　喜知 

安井　十一 

田中　巧孝 

花満加壽夫 

田家　與一 

稲田　敦子 

今井　正吉 

戸出　司朗 

氏　名 住　所 

　
市
の
交
通
安
全
の
向
上
に
献
身

的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
、「
京

丹
後
市
交
通
安
全
指
導
員
」
の
委

嘱
式
を
四
月
五
日
、
市
役
所
で
行

い
ま
し
た
。 

　
「
交
通
安
全
指
導
員
」
は
、
交

通
安
全
の
普
及
・
啓
発
・
指
導
を

行
う
非
常
勤
特
別
職
（
定
員
十
二

人
以
内
、
任
期
三
年
）
で
、
交
通

安
全
指
導
と
交
通
事
故
防
止
を
図

る
た
め
設
置
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
日
は
、
会
長
に
久
古
喜
知

さ
ん
（
網
野
町
小
浜
）、
副
会
長
に

は
安
久
吉
則
さ
ん
（
大
宮
町
口
大

野
）
と
戸
出
司
朗
さ
ん
（
久
美
浜

町
新
谷
）
を
選
任
す
る
と
と
も
に

事
業
計
画
な
ど
を
確
認
。 

 

　
全
市
的
な
活
動
と
し
て
、
交
通

教
室
を
は
じ
め
と
す
る
交
通
指
導

に
重
点
を
お
く
こ
と
を
確
認
さ
れ

ま
し
た
。 

   

　
幼
い
こ
ろ
か
ら
交
通
ル
ー
ル
を

身
に
つ
け
、
交
通
マ
ナ
ー
を
守
り
、

京
丹
後
市
か
ら
交
通
事
故
が
な
く

な
る
よ
う
、
微
力
な
が
ら
交
通
安

全
指
導
員
の
職
務
を
全
う
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

峰山町 

峰山町 

大宮町 

大宮町 

網野町 

網野町 

網野町 

丹後町 

弥栄町 

久美浜町 

久美浜町 

久美浜町 

 

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
常
に
住
民

の
み
な
さ
ん
の
人
権
が
侵
害
さ
れ

な
い
よ
う
に
注
意
を
払
い
、
も
し

も
人
権
が
侵
害
さ
れ
た
と
き
に
は
、

被
害
者
の
救
済
の
た
め
に
速
や
か

な
措
置
を
と
り
ま
す
。 

　
市
内
に
は
、
人
権
擁
護
に
深
い

理
解
の
あ
る
民
間
の
か
た
を
市
長

が
推
薦
し
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
二
十
四
人
の
人
権
擁
護
委

員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
い
つ
で

も
み
な
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣

が
行
政
相
談
委
員
法
に
基
づ
き
、

民
間
有
識
者
の
か
た
の
中
か
ら
委

嘱
し
て
い
る
委
員
で
、
住
民
の
み

な
さ
ん
の
よ
き
相
談
相
手
と
し
て

相
談
所
を
開
設
し
、
国
な
ど
の
行

政
の
仕
事
に
関
す
る
苦
情
、
問
い

合
わ
せ
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
、

解
決
を
図
る
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
相
談
は
無
料
で
毎
月
、
各
町
で

行
っ
て
い
ま
す
。（
日
程
・
場
所
は

「
き
ょ
う
た
ん
ご
　
お
し
ら
せ
版
」

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）
ま
た
、
相

談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

行
政
相
談
委
員
に

行
政
相
談
委
員
に

　
　
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
　
ご
相
談
く
だ
さ
い

行
政
相
談
委
員
に

　
　
ご
相
談
く
だ
さ
い

氏　名 住　所 

荻野　敬一 

吉岡　秀巳 

山 �　修 

戸石　育代 

原　祥子 

小森　忠雄 

峰山町 

大宮町 

網野町 

丹後町 

弥栄町 

久美浜町 

（再任） 

（再任） 

（再任） 

（再任） 

（再任） 

（再任） 

行政相談員のみなさん行政相談員のみなさん 行政相談員のみなさん行政相談員のみなさん 行政相談員のみなさん 

交通指導員のみなさん 交通指導員のみなさん 交通指導員のみなさん 
（平成19年4月1日現在・順不同・敬称略） 

（平成19年4月1日現在・順不同・敬称略） 

交通安全指導員会 

　会長　久古喜知さん 

平成19年5月 広報きょうたんご
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表
　
　
　
　
　
彰 

﹁
京
丹
後
市
農
業
委
員
会
だ
よ
り
﹂

第
十
三
回
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
第
二
位

﹁
京
丹
後
市
農
業
委
員
会
だ
よ
り
﹂

第
十
三
回
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
第
二
位

﹁
京
丹
後
市
農
業
委
員
会
だ
よ
り
﹂

第
十
三
回
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
第
二
位

京丹後市農業委員会 

会長　宇野明忠さん 

大
宮
第
一
小
学
校
男
子
四
×
八
〇

メ
ー

ト
ル

リ
レ
ー
チ
ー
ム

　﹁
平
成
十
八
年
度
京
都
府
ス
ポ
ー
ツ
賞
﹃
未
来
く
ん
賞
﹄﹂を
受
賞

大
宮
第
一
小
学
校
男
子
四
×
八
〇

メ
ー

ト
ル

リ
レ
ー
チ
ー
ム

　﹁
平
成
十
八
年
度
京
都
府
ス
ポ
ー
ツ
賞
﹃
未
来
く
ん
賞
﹄﹂を
受
賞

大
宮
第
一
小
学
校
男
子
四
×
八
〇

メ
ー

ト
ル

リ
レ
ー
チ
ー
ム

　﹁
平
成
十
八
年
度
京
都
府
ス
ポ
ー
ツ
賞
﹃
未
来
く
ん
賞
﹄﹂を
受
賞

　
第
十
三
回
「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

（
全
国
農
業
会
議
所
・
全
国
農
業
新
聞
主
催
）
の
表
彰
式

が
四
月
十
一
日
、
東
京
都
文
京
区
の
椿
山
荘
（
ち
ん
ざ
ん

そ
う
）
で
開
か
れ
、
京
丹
後
市
農
業
委
員
会
（
宇
野
明
忠

会
長
・
三
十
六
人
）
が
発
行
す
る
「
京
丹
後
市
農
業
委
員

会
だ
よ
り
」
が
、
全
国
第
二
位
の
「
農
林
水
産
省
経
営
局

長
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
全
国
の
農
業
委
員
会
に
お
け
る
広

報
活
動
の
強
化
の
た
め
、
前
年
一
年
間
に
発
行
さ
れ
た
農

業
委
員
会
だ
よ
り
の
中
か
ら
、
各
都
道
府
県
農
業
会
議
の

推
薦
に
基
づ
き
審
査
さ
れ
ま
す
。
今
回
、
京
都
府
農
業
会

議
の
行
う
「
第
十
六
回
京
都
府
農
業
委
員
会
広
報
コ
ン
ク

ー
ル
」
で
金
賞
（
京
都
府
知
事
賞
）
に
選
ば
れ
、
推
薦
さ

れ
ま
し
た
。
三
月
二
十
六
日
に
、
中
山
市
長
へ
受
賞
の
報

告
に
来
庁
さ
れ
た
宇
野
会
長
は
「
紙
面
の
編
集
段
階
か
ら

農
業
委
員
さ
ん
を
中
心
に
取
り
組
み
、
地
域
の
話
題
や
住

民
の
か
た
の
お
話
、
お
米
を
使
っ
た
郷
土
料
理
の
レ
シ
ピ

を
掲
載
す
る
な
ど
、
親
し
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
魅
力
あ
る
広
報
紙
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

世
界
大
会
・
全
国
大
会
ご
出
場

  

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

世
界
大
会
・
全
国
大
会
ご
出
場

  

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

世
界
大
会
・
全
国
大
会
ご
出
場

  

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

50 kg級（３位）半田　　守（2年） 
◎女子ジュニアの部（21歳以下） 
48kg級（優勝）三村　冬子（3年） 
◎女子カデットの部（17歳以下） 
40kg級（優勝）植野さくら（1年） 
46kg級（優勝）明尾　弥紀（2年） 
49kg級（優勝）堀内　　優（2年） 
56kg級（優勝）伊藤友莉香（2年） 
 
 
 
2007年日中交流ジュニアレスリング大会 
【５月６日～５月11日・中華人民共和国北京市】 
48kg級　堀内　　優（２年） 

平成18年度第50回 
全国高等学校選抜レスリング大会 
【３月26日～３月29日・新潟市体育館】 
◎学校対抗戦　ベスト８ 
◎個人対抗戦 
74kg級（優勝）高谷　惣亮（２年） 
50kg級（準優勝）半田　　守（１年） 
50kg級（３位）大谷　健輔（２年） 

（敬称略） 

ご健闘をお祈りします 

ジャパンクィーンズカップ2007 
【４月14日・東京駒沢体育館】 
48kg級（３位）三村　冬子（３年） 
46kg級（優勝）明尾　弥紀（２年） 
49kg級（優勝）堀内　　優（２年） 
56kg級（優勝）伊藤友莉香（２年） 
40kg級（２位）植野さくら（１年） 
ＪＯＣ杯2007全日本ジュニアレスリング選手権 
【４月21日～22日・横浜文化体育館】 
◎男子ジュニアの部（21歳以下） 
50kg級（優勝）大谷　健輔（３年） 
74kg級（優勝）高谷　惣亮（３年） 
◎男子カデットの部（17歳以下） 
54kg級（優勝）小石原拓馬（2年） 

網野高等学校

　　　レスリング部

網野高等学校

　　　レスリング部

網野高等学校

　　　レスリング部

大宮第一小学校男子４×80㍍リレーチーム

（左から）藤本和樹さん、小牧瑛典さん、

石橋宏紀さん、小牧裕一郎さん 

　
「
平
成
十
八
年
度
京
都
府
ス
ポ
ー
ツ
賞
」
の
「
未
来
く
ん
賞
」
を
、

大
宮
第
一
小
学
校
・
男
子
四
×
八
〇
㍍
リ
レ
ー
チ
ー
ム
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
表
彰
は
、
昨
年
二
月
に
開
か
れ
た
「
二
〇
〇
六
日

本
ジ
ュ
ニ
ア
室
内
陸
上
競
技
・
大
阪
大
会
」
の
陸
上
競
技
・
男
子
四

×
八
〇
㍍
リ
レ
ー
で
、
優
勝
の
栄
冠
に
輝
い
た
こ
と
を
高
く
評
価
さ

れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
市
内
か
ら
は
、
次
の
か
た
が
受
賞
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

▽
功
労
賞
（
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
）・
太
田
勲
さ
ん
（
京
都
陸
上
競

技
協
会
・
陸
上
競
技
）
▽
優
秀
賞
・
綱
あ
づ
さ
さ
ん
（
京
都
府
カ
ヌ

ー
協
会
・
カ
ヌ
ー
）、
松
本
真
也
さ
ん
（
日
本
大
学
四
年
・
レ
ス
リ
ン

グ
）
、
永
田
裕
城
さ
ん
（
網
野
高
等
学
校
三
年
・
レ
ス
リ
ン
グ
）
、
高

谷
惣
亮
さ
ん
（
同
校
二
年
・
レ
ス
リ
ン
グ
）、
三
村
冬
子
さ
ん
（
同
校

二
年
・
レ
ス
リ
ン
グ
）、
明
尾
弥
紀
さ
ん
（
同
校
一
年
・
レ
ス
リ
ン
グ
）、

伊
藤
友
莉
香
さ
ん（
同

校
一
年
・
レ
ス
リ
ン

グ
）、
堀
内
優
さ
ん（
同

校
一
年
・
レ
ス
リ
ン

グ
）
、
給
田
敦
美
さ

ん
（
同
校
間
人
分
校

三
年
・
陸
上
競
技
）

▽
未
来
く
ん
賞
・
植

野
さ
く
ら
さ
ん
（
網

野
中
学
校
三
年
・
レ

ス
リ
ン
グ
） 

※
学
年
は
、
平
成
十

八
年
度
の
も
の
で
す 

※学年は、大会開催日のものです 

　
丹
後
土
地
改
良
区
（
片
山
茂
理
事
長
・
千
九
百
三
十
五

人
）
が
、
国
営
開
発
農
地
な
ど
の
農
業
基
盤
の
保
全
・
管

理
や
農
地
の
有
効
利
用
な
ど
の
活
動
を
高
く
評
価
さ
れ
、

「
第
四
十
八
回
全
国
土
地
改
良
功
労
者
表
彰
」（
全
国
土
地

改
良
事
業
団
体
連
合
会
主
催
）
の
「
金
章
」
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。 

　
同
改
良
区
は
、
昭
和
六
十
年
に
発
足
さ
れ
、
農
業
基
盤

で
あ
る
畑
地
造
成
や
区
画
整
理
、
水
源
施
設
の
整
備
な
ど

の
事
業
を
推
進
。
地
主
の
か
た
の
所
有
権
と
耕
作
権
を
分

離
し
、
団
地
営
農
組
合
を
介
し
た
農
地
貸
借
を
進
め
、
営

農
希
望
者
の
か
た
が
ど
な
た
で
も
入
植
で
き
る
体
制
を
確

立
し
、
農
業
経
営
の
規
模
拡
大
が
飛
躍
的
に
進
む
な
ど
、

地
域
の
農
業
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
幹
線
農
道
の
創
設
に
よ
り
、
地
域
の
生
活
環
境
の
改

善
に
も
寄
与
さ
れ
、
国
営
農
地
で
生
産
さ
れ
た
梨
の
ブ
ラ

ン
ド
化
な
ど
、
積
極
的
な
営
農
活
動
を
支
援
さ
れ
て
い
ま

す
。
三
月
三
十
日
に
は
、
片
山
理
事
長
が
来
庁
し
、
「
土

地
改
良
事
業
を
市
の
農
業
振
興
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
話
さ
れ
、
中
山
市
長
は
「
丹
後
の
農
業
を
特
色
あ

る
形
で
売
り
出
す
た
め
の
土
台
と
し
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。 

丹
後
土
地
改
良
区

全
国
土
地
改
良
功
労
者
表
彰﹁
金
章
﹂を
受
章

丹
後
土
地
改
良
区

全
国
土
地
改
良
功
労
者
表
彰﹁
金
章
﹂を
受
章

丹
後
土
地
改
良
区

全
国
土
地
改
良
功
労
者
表
彰﹁
金
章
﹂を
受
章

　
元
小
学
校
長
の
泉
勇
雄
さ
ん
（
丹
後
町
間
人
）
が
、「
瑞

宝
双
光
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

　
泉
さ
ん
は
、
昭
和
十
四
年
三
月
の
間
人
町
実
業
青
年
学

校
を
振
り
出
し
に
、
四
十
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
教
育

現
場
に
お
い
て
優
れ
た
教
育
実
践
を
積
ま
れ
、
大
き
な
功

績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。 

　
特
に
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら
は
小
学
校
長
と
し
て
、「
豊

か
な
知
性
と
情
操
を
備
え
、
自
主
的
で
社
会
的
な
素
養
を

も
っ
た
児
童
を
育
成
」
を
目
標
に
掲
げ
、
家
庭
や
地
域
と

緊
密
な
連
携
協
力
を
図
り
な
が
ら
、
児
童
育
成
に
渾
身
の

努
力
を
傾
け
ら
れ
大
い
に
成
果
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
昭
和
五
十
一
年
五
月
か
ら
平
成
五
年
四
月
ま
で

十
七
年
の
永
き
に
わ
た
っ
て
丹
後
町
社
会
教
育
委
員
と
し

て
学
校
管
理
職
の
豊
富
な
経
験
を
活
か
し
て
、
社
会
教
育

の
振
興
の
牽
引
力
と
し
て
大
い
に
手
腕
を
発
揮
。
加
え
て
、

昭
和
五
十
五
年
四
月
か
ら
昭
和
六
十
三
年
三
月
ま
で
丹
後

町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
を
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
か

ら
平
成
十
二
年
三
月
ま
で
丹
後
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
会
長
を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
、
公
正
で
明
る
い
選
挙
推
進

の
先
頭
に
立
っ
て
ご
活
躍
い
た
だ
く
な
ど
、
そ
の
功
績
が

高
く
評
価
さ
れ
受
章
さ
れ
た
も
の
で
す
。
　 

元
小
学
校
長

元
小
学
校
長

　
泉
　
勇
雄
さ
ん
︵
丹
後
町
間
人
︶

　
泉
　
勇
雄
さ
ん
︵
丹
後
町
間
人
︶

　
　
　
　
　
　
瑞
宝
双
光
章
　
受
章

　
　
　
　
　
　
瑞
宝
双
光
章
　
受
章

元
小
学
校
長

元
小
学
校
長

　
泉
　
勇
雄
さ
ん
︵
丹
後
町
間
人
︶

　
泉
　
勇
雄
さ
ん
︵
丹
後
町
間
人
︶

　
　
　
　
　
　
瑞
宝
双
光
章
　
受
章

　
　
　
　
　
　
瑞
宝
双
光
章
　
受
章

元
小
学
校
長

　
泉
　
勇
雄
さ
ん
︵
丹
後
町
間
人
︶

　
　
　
　
　
　
瑞
宝
双
光
章
　
受
章

泉　勇雄さん 

　
元
中
学
校
長
の
故

田
一
男
さ
ん
（
弥
栄
町
黒
部
）
が
、

「
従
五
位
瑞
宝
双
光
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

　

田
さ
ん
は
、
昭
和
十
五
年
三
月
の
溝
谷
尋
常
高
等
小

学
校
訓
導
を
振
り
出
し
に
、
三
十
九
年
間
の
永
き
に
わ
た

り
、
学
校
教
育
の
振
興
の
た
め
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

　
特
に
、
昭
和
四
十
二
年
か
ら
は
小
学
校
長
、
ま
た
昭
和

四
十
九
年
か
ら
は
中
学
校
校
長
と
し
て
、
温
厚
な
人
柄
と

研
究
を
重
ね
た
理
論
・
実
践
に
基
づ
き
、
公
教
育
の
推
進

に
、
正
常
な
学
校
経
営
に
大
い
に
手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し

た
。 

　
退
職
後
は
、
三
十
九
年
間
の
実
績
が
認
め
ら
れ
、
昭
和

五
十
四
年
十
二
月
か
ら
昭
和
六
十
年
九
月
ま
で
網
野
町
教

育
委
員
会
教
育
長
を
務
め
ら
れ
、
学
校
施
設
整
備
な
ど
に

精
励
さ
れ
、
教
育
行
政
推
進
に
大
き
く
寄
与
。
ま
た
、
昭

和
六
十
一
年
七
月
か
ら
平
成
八
年
七
月
ま
で
弥
栄
町
社
会

福
祉
協
議
会
理
事
を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
多
年
に
わ
た
り
学

校
教
育
、
地
方
教
育
行
政
、
さ
ら
に
は
社
会
福
祉
事
業
、

地
方
自
治
振
興
に
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
、
そ
の
功
績
が

顕
著
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
受
章
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

元
中
学
校
長

元
中
学
校
長

　
故
藤
田
一
男
さ
ん
︵
弥
栄
町
黒
部
︶

　
故
藤
田
一
男
さ
ん
︵
弥
栄
町
黒
部
︶

　
　
　
従
五
位
瑞
宝
双
光
章
　
受
章

　
　
　
従
五
位
瑞
宝
双
光
章
　
受
章

元
中
学
校
長

元
中
学
校
長

　
故
藤
田
一
男
さ
ん
︵
弥
栄
町
黒
部
︶

　
故
藤
田
一
男
さ
ん
︵
弥
栄
町
黒
部
︶

　
　
　
従
五
位
瑞
宝
双
光
章
　
受
章

　
　
　
従
五
位
瑞
宝
双
光
章
　
受
章

元
中
学
校
長

　
故

田
一
男
さ
ん
︵
弥
栄
町
黒
部
︶

　
　
　
従
五
位
瑞
宝
双
光
章
　
受
章

故 田　一男さん 

丹後土地改良区 

理事長　片山茂さん 

平成19年5月 広報きょうたんご
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表
　
　
　
　
　
彰 



市長室　訪問 市長室　訪問 京都府カヌー協会　高山　寛会長 
　　　　　　　　　河野好信理事長 

ザンビア共和国　ウィルフレッド・セレンジェ地方電化庁官 
　　　　　　　　アーノルド・シムワバエネルギー・水資源開発省系統開発長代理 

全日本サーフキャスティング連盟　岩田政文会長 
　　　　　　　　　　　　　　　　 本克己大阪協会会長 
　　　　　　　　　　　　　　　　伊達浩憲連盟会報（投げ釣り）編集委員 

（写真左から）高山会長、河野

理事長 

（写真奥左から）岩田会長、 本

大阪協会会長、伊達編集委員 

（写真左から）ウィルフレッド

庁官、アーノルド開発長代理 

　
京
都
府
カ
ヌ
ー
協
会
の
高
山
寛
会
長
と
河

野
好
信
理
事
長
が
、
三
月
二
十
二
日
に
市
役

所
へ
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。 

　
お
二
人
は
、
奈
良
県
を
主
会
場
と
し
て
、

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
六
府
県
で
開
か
れ
る
「
平
成

二
十
一
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
」

（
平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
八
日
〜
八
月
十
二

日
）
の
「
カ
ヌ
ー
競
技
」
を
久
美
浜
町
で
開

催
す
る
こ
と
に
対
す
る
協
力
依
頼
に
来
庁
さ

れ
ま
し
た
。 

　
久
美
浜
町
で
は
、
昭
和
六
十
三
年
の
「
京

都
国
体
」
で
カ
ヌ
ー
競
技
が
開
か
れ
た
こ
と

を
契
機
に
カ
ヌ
ー
が
盛
ん
に
な
り
、
久
美
浜

高
等
学
校
を
は
じ
め
と
し
て
、
全
国
、
ま
た

世
界
レ
ベ
ル
の
選
手
が
数
多
く
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　
高
山
会
長
は
「
カ
ヌ
ー
競
技
の
草
分
け
的

存
在
で
、
レ
ベ
ル
の
高
い
京
丹
後
市
で
の
開

催
に
、
ぜ
ひ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
依

頼
。
中
山
市
長
は
「
全
国
大
会
の
開
催
は
、

地
域
の
振
興
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
改
め
て
カ
ヌ
ー
競
技
に

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
、
バ

ッ
ク
ア
ッ

プ
さ
せ
て

い
た
だ
き

ま
す
」
と

大
会
の
開

催
を
歓
迎

す
る
と
と

も
に
、
協

力
を
約
束

し
ま
し
た
。 

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
調
査
の
一
環

と
し
て
、
弥
栄
町
の
「
京
都
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー

研
究
セ
ン
タ
ー
」
の
視
察
の
た
め
、
ザ
ン
ビ
ア

共
和
国
の
ウ
ィ
ル
フ
レ
ッ
ド
・
セ
レ
ン
ジ
ェ
地

方
電
化
庁
官
と
、
ア
ー
ノ
ル
ド
・
シ
ム
ワ
バ
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
水
資
源
開
発
省
系
統
開
発
長
代
理

が
、
三
月
二
十
三
日
に
市
役
所
へ
来
庁
さ
れ
ま

し
た
。 

　
ザ
ン
ビ
ア
共
和
国
は
、
日
本
の
約
二
倍
の
七

五
二
・
六
一
千
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
面
積
で
、

人
口
は
約
一
、一
五
〇
万
人
。（
二
〇
〇
四
年
） 

　
お
二
人
は
、
ザ
ン
ビ
ア
共
和
国
に
お
け
る
地

方
電
化
計
画
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
配
電
線

延
伸
が
非
効
率
と
な
る
地
域
な
ど
で
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
、
日
本
で
の

最
新
電
力
技
術
を
学
ぼ
う
と
調
査
に
来
日
さ
れ

ま
し
た
。
ウ
ィ
ル
フ
レ
ッ
ド
・
セ
レ
ン
ジ
ェ
地

方
電
化
庁
官
は
「
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
に
関
心
も

持
っ
て
お
り
、
す
ぐ
れ
た
研
究
を
行
っ
て
い
る

京
丹
後
市
の
施
設
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
話
さ
れ
、
中
山
市
長
は
「
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電

の
実
証
研
究
は
、
日
本
、
ま
た
世
界
に
お
い
て

も

先

進

的

な

取

り

組

み
で
あ
り
、

ご

参

考

に

し

て

い

た

だ

け

れ

ば

光
栄
で
す
」

と

来

丹

を

歓

迎

し

ま

し
た
。 

　
全
日
本
サ
ー
フ
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
連
盟

の
岩
田
政
文
会
長
が
、
四
月
三
日
に
市
役

所
へ
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。
同
連
盟
は
、
全

国
二
十
五
か
所
に
地
区
協
会
が
あ
り
、
会

員
数
は
約
五
千
人
。
毎
年
、
鳥
取
砂
丘
な

ど
の
広
い
砂
丘
の
あ
る
海
浜
で
、
投
げ
釣

り
の
全
国
大
会
を
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
昨
年
七
月
に
は
、
釣
り
具
メ
ー
カ
ー
な

ど
の
大
会
が
た
び
た
び
開
催
さ
れ
る
浜
詰

か
ら
小
天
橋
ま
で
の
海
浜
で
「
第
三
十
八

回
ク
ラ
ブ
対
抗
キ
ス
投
げ
釣
り
選
手
権
大

会
」
を
開
催
さ
れ
、
約
三
百
六
十
人
が
参

加
。
参
加
者
の
か
た
の
評
判
も
上
々
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
七

月
一
日
、
同
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
な

り
、
大
会
の
開
催
に
対
す
る
協
力
依
頼
の

た
め
、
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。
岩
田
会
長
は

「
釣
り
を
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
大
会
を

開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
地
元
へ
も
、
何

ら
か
の
形
で
お
返
し
を
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
大
会
の
開
催
に
際
し
ご
協

力
を
お
願
し
ま
す
」
と
話
さ
れ
、
中
山
市

長
は
「
全
国
に
京
丹
後
市
を
知
っ
て
い
た

だ
く
よ
い
機
会
で

あ
り
、
さ
ら
な
る

観
光
客
の
誘
致
に

も
つ
な
が
る
こ
と

な
の
で
、
積
極
的

に
支
援
し
て
い
き

た
い
」
と
大
会
の

開
催
を
歓
迎
す
る

と
と
も
に
協
力
を

約
束
し
ま
し
た
。 

　
総
務
省
が
、
地
方
公
共
団
体
の
行
政

改
革
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、
先
進

的
な
事
例
を
集
約
し
、
公
表
を
行
う
「
地

方
行
政
改
革
事
例
集
」
の
一
つ
と
し
て
、

京
丹
後
市
の
「
予
算
編
成
過
程
の
透
明

性
を
図
る
予
算
開
示
と
予
算
編
成
へ
の

住
民
参
加
」
の
取
り
組
み
が
選
ば
れ
、

総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
広
く

紹
介
さ
れ
、
全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
「
事
例
集
」
に
は
、
全
国
の
先
進
的

な
百
七
の
事
例
（
八
十
一
団
体
）
を
紹

介
。
京
丹
後
市
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
、
予
算
の
編
成
過
程
の
透
明
性

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
各
部
局
か
ら

の
予
算
要
求
か
ら
市
長
査
定
ま
で
の
状

況
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
詳
細
に

公
開
し
て
い
る
点
が
高
く
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。 

昨年10月から、実証運行を開

始している上限200円バス 

　
公
共
交
通
の
よ
り
よ
い
維
持
方
策
や

シ
ス
テ
ム
構
築
に
つ
い
て
調
査
・
検
討

す
る
自
民
党
政
務
調
査
会
「
国
土
交
通

部
会
地
域
公
共
交
通
小
委
員
会
」
に
対

し
て
全
国
的
な
先
進
事
例
と
し
て
、
国

土
交
通
省
か
ら
京
丹
後
市
と
熊
本
県
菊

池
市
、
岩
手
県
雫
石
町
が
推
薦
を
受
け

ま
し
た
。 

　
本
市
は
、「
上
限
二
百
円
バ
ス
」
の
運

行
な
ど
の
取
り
組
み
が
、
地
域
ニ
ー
ズ

（
要
求
）
に
あ
っ
た
公
共
交
通
の
再
生

に
向
け
た
全
国
の
モ
デ
ル
と
な
る
成
功

例
と
し
て
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

　
四
月
二
十
四
日
に
は
、
中
山
市
長
が
、

自
由
民
主
党
本
部
会
議
室
（
東
京
都
千

代
田
区
）
で
、
地
域
に
密
着
し
た
「
上

限
二
百
円
バ
ス
」
の
運
行
や
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
ダ
イ
ヤ
編
成
、
観
光
情
報
と
の

連
携
な
ど
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
た
取

り
組
み
を
紹
介
。
委
員
の
み
な
さ
ん
か

ら
は
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
方
法
や
、

思
い
き
っ
た
料
金
設
定
な
ど
、
先
進
的

な
取
り
組
み
に
と
て
も
高
い
評
価
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

国
土
交
通
省
が
公
共
交
通
の
再
生
に
お
け
る

国
土
交
通
省
が
公
共
交
通
の
再
生
に
お
け
る 

　
京
丹
後
市
・

　
京
丹
後
市
・
熊
本
県

熊
本
県
菊
池
市
・

菊
池
市
・
岩
手
県

岩
手
県
雫
石
町
の
取
り
組
み
を
推
薦

雫
石
町
の
取
り
組
み
を
推
薦 

京丹後市の取り組みが 

　　　　　　注目されていますされています 

京丹後市の取り組みが 

　　　　　　注目されています 

市
の
予
算
開
示
の
取
り
組
み
が

市
の
予
算
開
示
の
取
り
組
み
が 

　
　
総
務
省
の
「
行
政
改
革
事
例
集
」
に
紹
介

　
　
総
務
省
の
「
行
政
改
革
事
例
集
」
に
紹
介 

市
の
予
算
開
示
の
取
り
組
み
が 

　
　
総
務
省
の
「
行
政
改
革
事
例
集
」
に
紹
介 

国
土
交
通
省
が
公
共
交
通
の
再
生
に
お
け
る 

　
京
丹
後
市
・
熊
本
県
菊
池
市
・
岩
手
県
雫
石
町
の
取
り
組
み
を
推
薦 

総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 
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選手たちは、天然芝の感触を感じながら、 

　　　　　　力強いプレーを繰り広げました 

　
風
の
冷
た
い
四
月
八
日
、
八
丁

浜
芝
生
広
場
（
網
野
町
浅
茂
川
）
で
、

「
二
〇
〇
七
八
丁
浜
芝
生
広
場
オ
ー

プ
ン
記
念
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
」（
浅

茂
川
観
光
協
会
主
催
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
網
野
町
の
八
丁
浜
海

岸
に
隣
接
す
る
新
た
な
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
緑
地
と
し
て
、
都
市
公

園
「
八
丁
浜
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
」

の
整
備
を
平
成
二
年
か
ら
進
め
、

こ
の
た
び
、
中
心
施
設
で
あ
る
多

目
的
芝

生
広
場

が
完
成

四
月
一
日
か
ら

供
用
を
開
始
し

て
い
ま
す
。
こ

の
広
場
の
完
成

を
祝
し
て
、
多

く
の
子
ど
も
が

サ
ッ
カ
ー
を
通

じ
て
交
流
す
る

と
と
も
に
、
自

然
に
触
れ
つ
つ

体
を
動
か
す
楽

し
み
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、

京
丹
後
市
サ
ッ

カ
ー
協
会
と
京

都
サ
ッ
カ
ー
少

年
団
連
盟
丹
後

支
部
の
協
力
の
も
と
開
催
さ
れ
、
京
丹
後

市
内
を
は
じ
め
、
宮
津
市
、
与
謝
野
町
か

ら
も
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
参
戦
し
、
計
九

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。 

　
大
会
開
催
に
あ
た
り
、
浅
茂
川
観
光
協

会
の
東
宣
行
副
会
長
は
「
今
大
会
は
、
み

な
さ
ん
に
こ
の
公
園
を
大
切
に
使
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
公
園
を
自
分
た
ち
の
財
産
と
し
て
、

い
つ
ま
で
も
大
事
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
選
手
た
ち
は
、

肌
寒
い
中
、
天
然
芝
の
感
触
を
楽
し
み
な

が
ら
、
力
い
っ
ぱ
い
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
昼
食
に
は
、
浅
茂
川
観
光
協
会

か
ら
、
温
か
い
味
噌
汁
が
ふ
る
ま
わ
れ
る

な
ど
大
会
参
加
者
の
み
な
さ
ん
と
の
交
流

を
深
め
ま
し
た
。 

2007八丁浜 

　　　芝生広場オープン記念 

　　　　　　　　少年サッカー大会 

2007八丁浜 

　　　芝生広場オープン記念 

　　　　　　　　少年サッカー大会 

2007八丁浜 

　　　芝生広場オープン記念 

　　　　　　　　少年サッカー大会 

　
春
を
肌
で
感
じ
る
四
月
七
日
、「
第
三
回

株
式
会
社
マ
ル
ハ
ン
カ
ッ
プ
少
年
野
球
大
会
」

（
株
式
会
社
マ
ル
ハ
ン
主
催
）
が
峰
山
球
場

で
開
催
さ
れ
、
市
内
の
六
チ
ー
ム
が
参
戦
し
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

　
同
球
場
は
、
株
式
会
社
マ
ル
ハ
ン
か

ら
の
寄
付
一
億
円
を
受
け
、
旧
峰
山
町

が
野
球
場
を
中
心
と
し
た
「
峰
山
総
合

運
動
公
園
」
の
整
備
に
平
成
元
年
か
ら

着
手
し
、
平
成
八
年
に
完
成
し
た
も
の

で
、
今
年
、
同
社
の
設
立
五
十
周
年
に

あ
た
る
こ
と
も
あ
り
、
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
開
会
式
で
株
式
会
社
マ
ル
ハ

ン
の
藤
原
専
務
は
「
す
ば
ら
し
い
天
候

の
も
と
、
好
き
な
野
球
が
で
き
る
こ
と

に
対
し
て
、
指
導
者
の
み
な
さ
ん
や
ご

両
親
、
ま
た
関
係
者
の
か
た
へ
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
今

日
の
た
め
に
一
生
懸
命
練
習
し
た
こ
と

に
自
信
を
持
っ
て
、
思
い
っ
き
り
プ
レ

ー
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
選

手
は
礼
儀
正
し
く
元
気
い
っ
ぱ
い
の
プ

レ
ー
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

 

▽
大
会
結
果 

　
優
　
勝
　
峰
山
少
年
野
球
ク
ラ
ブ 

　
準
優
勝
　
丹
波
少
年
野
球
ク
ラ
ブ 

桜
に
囲
ま
れ
た
峰
山
球
場
で
、
熱
戦
を
繰
り
広

げ
る
選
手
の
み
な
さ
ん 
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回
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回（
株
）

（
株
）マ
ル
ハ
ン
カ
ッ
プ

マ
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ン
カ
ッ
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少
年
野
球
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
年
野
球
大
会 
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回

第
三
回（
株
）

（
株
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ル
ハ
ン
カ
ッ
プ

マ
ル
ハ
ン
カ
ッ
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少
年
野
球
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
年
野
球
大
会 

第
三
回

第
三
回（
株
）

（
株
）マ
ル
ハ
ン
カ
ッ
プ

マ
ル
ハ
ン
カ
ッ
プ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
年
野
球
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
年
野
球
大
会 

第
三
回（
株
）マ
ル
ハ
ン
カ
ッ
プ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
年
野
球
大
会 

夢
に
向
か
っ
て
プ
レ
ー
ボ
ー
ル

夢
に
向
か
っ
て
プ
レ
ー
ボ
ー
ル 

夢
に
向
か
っ
て
プ
レ
ー
ボ
ー
ル

夢
に
向
か
っ
て
プ
レ
ー
ボ
ー
ル 

夢
に
向
か
っ
て
プ
レ
ー
ボ
ー
ル

夢
に
向
か
っ
て
プ
レ
ー
ボ
ー
ル 

夢
に
向
か
っ
て
プ
レ
ー
ボ
ー
ル 
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「ちりめん祭」を飾った市内の小学生73人による 

　　　　　　　　　　　　　「ちりめん小唄おどり」 

碇高原「ふれあい広場」オープン 碇高原「ふれあい広場」オープン 

動物との
　　ふれあいを楽しんで
動物との
　　ふれあいを楽しんで

　
春
の
暖
か
な
日
差
し
の
さ
す
四
月
十
日
、

京
都
府
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
碇
高
原
牧
場
（
丹

後
町
碇
）
で
、
地
元
の
上
宇
川
保
育
所
（
平

井
ゆ
り
所
長
・
二
十
五
人
）
と
下
宇
川
保

育
所
（
石
田
佐
保
子
所
長
・
二
十
四
人
）

の
子
ど
も
た
ち
三
十
二
人
が
、
羊
の
親
子

な
ど
を
牧
場
内
の
畜
舎
か
ら
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
ま
で
誘
導
し
、
若
葉
い
っ
ぱ
い
の

広
場
へ
放
牧
し
ま
し
た
。 

　
碇
高
原
の
動
物
た
ち
は
、
雪
の
多
い
冬

期
間
、
畜
舎
で
過
ご
し
、
四
月
〜
十
一
月

の
間
は
、
常
時
、「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
に
放

牧
さ
れ
、
牧
場
に
訪
れ
た
か
た
は
、
自
由

に
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
へ
放
さ
れ

る
動
物
は
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ホ
ー
ス
二
頭
と

羊
三
十
五
頭
、
や
ぎ
二
十
二
頭
の
計
五
十

九
頭
。
こ
の
日
、
広
場
に
出
さ
れ
な
か
っ

た
残
り
の
動
物
た
ち
も
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
ま
で
に
放
牧
す
る
予
定
で
す
。 

はじめての動物とのふれあいに 

　　　　笑顔いっぱいの子どもたち 

　
京
丹
後
市
の
春
の
恒
例
行
事
「
京
丹
後
ち

り
め
ん
祭
」（
同
祭
実
行
委
員
会
主
催
）
が
、

四
月
十
四
日
（
土
）
・
十
五
日
（
日
）
の
二

日
間
に
わ
た
っ
て
、
ア
ミ
テ
ィ
丹
後
（
網
野

町
網
野
）
周
辺
で
開
催
さ
れ
、
娯
楽
市
や
屋

外
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、
丹
後
の
食
材
を
使
っ

た
模
擬
店
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
二
日
間
で

延
べ
約
二
万
人
が
来
場
し
、
丹
後
ち
り
め
ん

の
魅
力
を
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

　
同
祭
は
、
全
国
最
大
の
絹
織
物
産
地
で
あ

る
京
丹
後
市
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
活
力
あ

る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
開
催
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
五
十
七
回
目
。
両

日
に
渡
っ
て
、
き
も
の
無
料
レ
ン
タ
ル
や
ち

り
め
ん
・
帯
な
ど
の
展
示
即
売
会

な
ど
が
行
わ
れ
、
ま
た
十
五
日
に

は
市
内
の
小
学
生
七
十
三
人
に
よ

る
伝
統
の
「
ち
り
め
ん
小
唄
お
ど
り
」

や
長
さ
約
二
十
㍍
の
ジ
ャ
ン
ボ
ま

き
寿
司
づ
く
り
な
ど
の
屋
外
イ
ベ

ン
ト
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
加
え
て
、
京
丹
後
市
き
も
の
交

流
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
普

段
は
見
ら
れ
な
い
機
場
や
工
房
を

公
開
す
る
「
ま
ち
な
か
ウ
ォ
ー
ク

と
一
坪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
も
行
わ
れ
、

参
加
者
は
五
か
所
に
設
け
ら
れ
た

展
示
会
場
を
見
学
し
、
丹
後
ち
り

め
ん
の
す
ば
ら
し
さ
を
た
ん
能
し

ま
し
た
。 

ちりめんなどの展示即売でにぎわう

「娯楽市」 

ち
り
め
ん
祭
は

ち
り
め
ん
祭
は 

　 
「
着
物
の
日
」

「
着
物
の
日
」 
ち
り
め
ん
祭
は 

　 
「
着
物
の
日
」 

第
五
十
七
回

第
五
十
七
回

　
京
丹
後
ち
り
め
ん
祭

　
京
丹
後
ち
り
め
ん
祭

第
五
十
七
回

　
京
丹
後
ち
り
め
ん
祭

「ふれあい広場」で羊とふれあう園児のみな

さん 
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Q　市民の権利として、どのようなことが特に大切であると　市民の権利として、どのようなことが特に大切であると思いますか思いますか Q　市民の権利として、どのようなことが特に大切であると思いますか 

Q　市民の役割と責務（責任と義務）として、どのようなこ　市民の役割と責務（責任と義務）として、どのようなことが特に大切であると思いますとが特に大切であると思いますか Q　市民の役割と責務（責任と義務）として、どのようなことが特に大切であると思いますか 

Q　行政（市長や市職員）の責務（責任と義務）として、どのようなことが特に大切であると思いますか Q　行政（市長や市職員）の責務（責任と義務）として、どのようなことが特に大切であると思いますか 

　「市民の権利として、どのようなことが

特に大切であるか」という問を、男女の年

代別でみると、男性では、10歳代、30歳代、

40歳代、70歳代、80歳代以上で一番多い

回答が「行政や議会の情報を知る権利」で、

各年代において29％以上ありました。

　また、女性では、10歳代から50歳代と

80歳代以上で一番多い回答が「行政サー

ビスを等しく受ける権利」で、20歳代で

は38.4％ありました。

　「市民の役割と責務（責任と義務）とし

て、どのようなことが特に大切であるか」

という問について、男女ともほとんどの年

代で一番多い回答が「住民相互で連携・協

力すること」で、各年代において24％以

上ありました。

　また、特徴として、女性の10歳代で一

番多い回答が「住民相互で連携・協力する

こと」とともに「自らの発言と行動に責任

を持つこと」で、それぞれ24.1%ありまし

た。

　「行政（市長や市職員）の責務（責任と

義務）として、どのようなことが特に大切

であるか」という問について、男女ともほ

とんどの年代で一番多い回答が「健全な財

政運営」で、各年代において19％以上あ

りました。

　また、特徴として、女性の10歳代で一

番多い回答が「健全な財政運営」とともに

「市民との信頼づくり」で、それぞれ

21.2%ありました。「効率的・適正な行政

運営」という回答では、60歳代が一番多

く21.5%ありました。

まちづくりの主体であること

住民相互で連携・協力すること

自主的に地域づくりに取り組むこと

自らの発言と行動に責任を持つこと

その他 0.2％
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0.2％

31.7％

15.8％

13.9％

31.4％

7.0％

行政や議会の情報を知る権利

市政やまちづくりに参加する権利

意思を表明し、提案する権利

行政サービスを等しく受ける権利

その他

子どもたちがまちづくりに
参加する権利

法令の遵守

効率的・適正な行政運営

健全な財政運営

情報公開の推進

市民との連携・協働

全体の奉仕者としての自覚

市民との信頼づくり

政策の能力の向上

その他 0.6％

14.2％

28.9％

13.6％

17.5％

25.5％
市民としての役割と責務を

自覚すること

8.6％

17.4％

20.9％

7.0％

11.0％

14.1％

12.7％

7.8％

～市民による市民のためのまちづくりをめざして～ 

《第７号》 「京丹後市まちづくり基本条例の制定をすすめる会」便り 

～市民による市民のためのまちづくりをめざして～ 

　「京丹後市まちづくり基本条例の制定　「京丹後市まちづくり基本条例の制定

をすすめる会」と「京丹後市」では、まをすすめる会」と「京丹後市」では、ま

ちづくり基本条例の制定に向けて、広くちづくり基本条例の制定に向けて、広く

市民の皆さんのお考えを調査し、この条市民の皆さんのお考えを調査し、この条

例に反映させるため、アンケートを実施例に反映させるため、アンケートを実施

しました。しました。 

 今回と次回の２回にわたり、調査結果今回と次回の２回にわたり、調査結果

の概要について、ご紹介します。の概要について、ご紹介します。 

　「京丹後市まちづくり基本条例の制定

をすすめる会」と「京丹後市」では、ま

ちづくり基本条例の制定に向けて、広く

市民のみなさんのお考えを調査し、この

条例に反映させるため、アンケートを実

施しました。 

　今回と次回の２回にわたり、調査結果

の概要について、ご紹介します。 

「京丹後市まちづくり基本条例」「京丹後市まちづくり基本条例」 
に関するアンケート結果の概要に関するアンケート結果の概要 
「京丹後市まちづくり基本条例」 
に関するアンケート結果の概要 

■対象者及び抽出方法 

　　市内に在住の高校生以上のかた 

　　3,200人（無作為抽出） 

■調査期間　　平成19年２月14日～２月28日 

■調査方法　　郵送による配付・回収 

■回収結果　　1,343人／3,200人 

■回収率　　　 42.0％ 

■対象者及び抽出方法 

　　市内に在住の高校生以上のかた 

　　3,200人（無作為抽出） 

■調査期間　　平成19年２月14日～２月28日 

■調査方法　　郵送による配付・回収 

■回収結果　　1,343人／3,200人 

■回 収 率　　42.0％ 

Q　まちづくり基本条例の基本的な考え方として、どのよう　まちづくり基本条例の基本的な考え方として、どのようなことが特に大切であると思いなことが特に大切であると思いますかますか Q　まちづくり基本条例の基本的な考え方として、どのようなことが特に大切であると思いますか 

　「まちづくり基本条例の基本的な考え方

として、どのようなことが特に大切である

か」という問を、男女の年代別でみると、

男性はすべての年代で一番多い回答が「情

報の公開・共有の推進」で、各年代におい

て24％以上ありました。

　また、女性では、10歳代から30歳代と

80歳代以上で一番多い回答が「安心・安

全（危機管理等）の確保」で、各年代にお

いて25％以上ありました。「情報の公開・

共有の推進」という回答では、40歳代が

一番多く26.1%ありました。

『まちづくり基本条例』に関するアンケート結果報告 『まちづくり基本条例』に関するアンケート 
結果報告 

情報の公開・共有化の推進

市民参加・協働の推進

市民が主体のまちづくりの推進

自主・自立的な地域づくりの推進

安心・安全（危機管理等）の確保

人権の尊重・平和への願い

その他 0.4％

24.1％

17.4％

16.6％

10.1％

20.4％

11.0％
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　ご意見箱へお寄せいただくご

意見には、特定の個人や団体な

どへの誹謗・中傷を除き、すべ

てお答えすることとし、お名前

や連絡先をご記入いただいてい

るかたにつきましては、直接お

答えもさせていただいています。

一方、お名前や住所などの連絡

先の記入のないものにつきまし

ては、市のホームページおよび

広報紙でお答えすることとして

います。 

　ホームページには、個人情報

に関するものを除き、随時掲載

していますが、広報紙は月に１

回の発行であり、どうしてもお

答えを掲載するのに時間がかか

ってしまいます。また、広報紙

では紙面が限られているためご

意見やお答えを一部割愛して掲

載することとなります。 

　これまで、お名前や連絡先な

どが記されていたご意見では、

ご意見の内容を確認させていた

だき、できる限り正確でていね

いな回答をお返しするように努

めています。お名前や連絡先な

どが記されていないご意見につ

きましては、再質問的に何度も

いただいているご意見もありま

す。正確な回答をできるだけ速

やかにお返しするために、住所

をはじめ、お名前・連絡先など

をぜひご記入ください。 

現在使用している市指定ごみ袋・燃

やせないごみ袋および燃やせるごみ

袋（大）・（小）・（ミニ）（左から） 

「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 
「ご意見箱」投稿に 
際してのおねがい 

援
補
助
制
度
」
な
ど
の
経
済
的
支
援
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
加
え
て
、
金
融
面
以
外
に
つ
い
て
も
、
地

域
産
業
の
活
性
化
・
雇
用
機
会
の
増
大
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
京
丹
後
市
地
域
再

生
協
議
会
」（
行
政
や
各
種
団
体
、
商
工
会
、

民
間
企
業
な
ど
で
構
成
）
に
お
い
て
、
技
術

の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
経
営
知
識
の
向
上
を

図
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
各
種
研
修
を
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
産

学
官
連
携
に
基
づ
く
京
都
工
芸
繊
維
大
学
が

行
う
京
丹
後
キ
ャ
ン
パ
ス
を
利
用
し
た
、
技

術
や
経
営
相
談
会
な
ど
を
行
い
、
少
し
で
も

多
く
の
事
業
者
の
か
た
の
人
材
育
成
や
事
業

経
営
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
ま
た
、
雇
用
面
も
含
め
て
、
大
宮
町
森
本

地
区
へ
工
業
団
地
を
新
た
に
造
成
し
、
市
内

外
を
問
わ
ず
、
多
く
の
企
業
に
立
地
・
操
業

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
企
業
誘
致
も
積

極
的
に
推
進
す
る
こ
と
で
働
く
場
を
確
保
し
、

あ
わ
せ
て
若
者
定
住
の
促
進
を
図
り
、
市
全

体
の
商
工
業
の
活
性
化
へ
と
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
高
齢
者
福
祉
の
分
野
で
は
、「
第
三
期
京
丹

後
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、

平
成
十
八
年
度
か
ら
二
十
年
度
ま
で
の
三
年

間
で
、
五
十
床
規
模
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
を
二
か
所
、
通
い
・
訪
問
・
宿
泊
の
機
能

を
備
え
た
小
規
模
多
機
能
生
活
介
護
施
設
を

九
か
所
、
認
知
症
の
か
た
を
対
象
に
し
た
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
二
か
所
を
社
会
福
祉
法
人
な

ど
に
よ
り
創
設
す
る
計
画
で
あ
り
、
こ
の
実

現
に
全
力
を
挙
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ

の
施
設
整
備
に
よ
り
、
市
内
の
高
齢
者
福
祉

の
向
上
と
と
も
に
、
介
護
職
員
を
は
じ
め
と

す
る
職
場
の
拡
大
・
雇
用
の
増
大
を
図
り
、

ひ
い
て
は
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
「
京
丹
後
市
保
育
所
再
編
等
推
進

計
画
」
で
は
、
市
街
地
の
保
育
所
二
か
所
程

度
を
社
会
福
祉
法
人
営
化
す
る
こ
と
で
、
多

様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
保
育
全
体
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
商
工
振
興
課
／
高
齢
者
福
祉
課
／
子
育
て

支
援
課
】 

 

 

現
在
、
使
用
し
て
い
る
市
指
定

ご
み
袋
に
結
ぶ
と
こ
ろ
を
つ
く

っ
て
く
だ
さ
い 

　
ご
み
袋
に
結
ぶ
と
こ
ろ
を
つ
く
っ
て
ほ
し

い
で
す
。 

【
無
記
名
】 

ご
み
袋
へ
の
結
び
ひ
も
の
取
り

つ
け
に
つ
い
て
は
、
廃
棄
物
に

対
す
る
多
く
の
ご
意
見
を
い
た

だ
く
中
で
、
今
後
、
検
討
し
て
い
ま
す 

　
現
在
、
市
指
定
ご
み
袋
は
、
燃
や
せ
る
ご

み
袋
（
大
）・（
小
）・（
ミ
ニ
）
と
、
燃
や
せ

な
い
ご
み
袋
の
四
種
類
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

う
ち
、
燃
や
せ
る
ご
み
袋
（
ミ
ニ
）
に
つ
い

て
は
、
口
幅
が
短
い
た
め
、
袋
が
結
び
に
く

い
こ
と
か
ら
、
手
さ
げ
部
分
を
つ
け
て
結
び

や
す
く
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
ご
み
袋
に

つ
い
て
は
、
合
併
以
前
に
一
時
的
に
結
び
ひ

も
を
取
り
つ
け
た
町
も
あ
り
ま
し
た
が
、
手

に
下
げ
た
と
き
に
破
れ
る
な
ど
の
苦
情
も
あ

り
、
合
併
協
議
会
で
、
袋
の
形
を
検
討
し
、

現
在
の
平
袋
と
し
て
い
ま
す
。 

　
ご
意
見
に
あ
り
ま
す
そ
の
ほ
か
の
ご
み
袋

に
も
結
ぶ
と
こ
ろ
を
つ
く
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
廃
棄
物
に
対
す
る
多
く
の
ご
意
見
を
市

民
の
み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
中
で
、
今
後
、

「
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
」
へ
諮
問
す

る
な
ど
、
導
入
も
含
め
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。 

【
環
境
推
進
課
】 

 

Ａ

 

Ｑ

平成19年5月 広報きょうたんご

23

ご
　
　
意
　
　
見
　
　
箱 

あ
な
た
の
声
を
市
政
に

ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱 

紙
面
の
都
合
に
よ
り
ご
意
見
な

ど
を
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

ふるさと病院への通院など、近年、

交通量の多い国道178号 

網野市街地を通ることから、歩行者

の多い市道「本町通」 

網
野
町
小
浜
〜
ふ
る
さ
と
病
院

ま
で
の
道
路
側
溝
に
ふ
た
掛
け

を
お
願
い
し
ま
す 

　
ふ
る
さ
と
病
院
周
辺
の
道
路
が
狭
く
、
自

動
車
な
ど
が
す
れ
違
う
と
き
、
避
け
よ
う
が

な
い
の
で
、
側
溝
に
溝
ぶ
た
を
か
け
て
く
だ

さ
い
。
せ
め
て
、
小
浜
方
面
の
溝
ぶ
た
だ
け

で
も
掛
け
て
く
だ
さ
い
。 

【
無
記
名
】 

現
状
の
改
善
の
た
め
、
溝
ぶ
た

の
設
置
に
つ
い
て
、
京
都
府
と

調
整
を
し
て
い
き
ま
す 

　
ご
指
摘
の
道
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、
京
都

府
が
管
理
し
て
い
ま
す
国
道
一
七
八
号
の
こ

と
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
ふ
る
さ
と
病
院
付
近

の
道
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、
通
過
交
通
量
も

多
く
、
ま
た
網
野
方
面
へ
向
か
っ
て
は
、
カ

ー
ブ
と
な
り
、
見
通
し
も
悪
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
特
に
徒
歩
な
ど
で
病
院
へ

向
か
わ
れ
る
際
に
は
、
ご
不
便
を
お
か
け
し

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

　
ご
要
望
の
溝
ぶ
た
設
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
の
状
況
を
少
し
で
も
改
善
す
る
た
め
の
有

効
な
手
段
で
あ
り
、
道
路
管
理
者
の
京
都
府

と
十
分
調
整
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 【

管
理
課
】 

 

市
道
「
本
町
通
」
に
お
け
る
路

上
駐
車
へ
の
指
導
を
お
願
い
し

ま
す 

　
毎
日
、
ス
ー
パ
ー
へ
買
い
物
に
行
き
ま
す

が
、
網
野
町
の
中
心
市
街
地
に
あ
る
市
道
「
本

町
通
」
に
は
、
常
に
自
動
車
が
停
め
て
あ
っ

て
、
高
齢
者
の
か
た
が
シ
ル
バ
ー
カ
ー
を
押

し
て
通
る
と
き
、
非
常
に
危
険
で
す
。
駐
車

を
し
な
い
よ
う
に
、
ぜ
ひ
ご
指
導
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

【
無
記
名
】 

関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
地

域
ぐ
る
み
の
違
法
駐
車
締
め
出

し
の
機
運
醸
成
を
図
り
ま
す 

　
弱
い
立
場
に
あ
る
歩
行
者
の
か
た
、
特
に

高
齢
者
の
か
た
や
お
子
さ
ん
に
と
っ
て
身
近

な
道
路
の
安
全
確
保
は
必
要
不
可
欠
で
す
。 

　
こ
の
た
め
、
道
路
で
の
違
法
駐
車
を
な
く

す
こ
と
に
つ
い
て
、
お
し
ら
せ
版
な
ど
で
市

民
の
み
な
さ
ん
へ
広
報
・
啓
発
活
動
を
行
う

と
と
も
に
、
路
上
駐
車
を
し
な
い
よ
う
、
警

察
へ
取
り
締
ま
り
の
強
化
を
依
頼
し
、
関
係

機
関
と
も
連
携
を
と
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
違

法
駐
車
を
締
め
出
す
機
運
の
醸
成
を
図
り
た

い
と
思
い
ま
す
。 

【
市
民
課
】 

若
者
の
就
職
先
の
確
保
の
た
め
、

民
間
企
業
の
さ
ら
な
る
育
成
を

お
願
い
し
ま
す 

　
景
気
が
回
復
し
た
と
は
い
う
も
の
の
、
一

向
に
市
民
は
、
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ず

不
安
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
高
齢
化
社
会
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
、
新
た
な
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
建
設
が

計
画
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
田
舎
に
は

就
職
先
が
少
な
い
で
す
が
、
老
人
ホ
ー
ム
や

病
院
な
ら
募
集
人
数
も
多
く
、
Ｕ
タ
ー
ン
の

若
者
や
地
元
の
住
民
な
ど
幅
広
い
年
齢
層
の

か
た
が
働
い
て
い
ま
す
。 

　
市
の
役
割
と
し
て
、
民
間
企
業
を
育
て
る

こ
と
も
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
と
い
う
言
葉
が
飛
び

交
う
中
、
も
っ
と
市
は
民
間
企
業
を
育
て
て

く
だ
さ
い
。
民
間
企
業
へ
の
経
済
的
支
援
や

人
材
育
成
、
委
託
な
ど
、
も
っ
と
本
腰
を
入

れ
て
く
だ
さ
い
。
特
に
福
祉
に
お
い
て
は
、

市
の
職
員
が
行
う
よ
り
、
民
間
企
業
が
行
う

方
が
優
れ
て
い
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。 

　
若
者
に
就
職
先
を
く
だ
さ
い
。
就
職
先
も

な
い
の
に
、
子
ど
も
は
帰
っ
て
く
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。 

【
無
記
名
】 

就
職
先
の
確
保
の
た
め
、
民
間

事
業
者
へ
の
経
営
相
談
会
や
工

業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
な
ど
に

取
り
組
み
ま
す 

　
ご
指
摘
の
と
お
り
、
地
域
経
済
の
発
展
を

考
え
る
上
で
、
民
間
企
業
な
ど
の
活
性
化
は

必
要
不
可
欠
で
す
。 

　
現
在
、
市
で
は
、
民
間
事
業
者
な
ど
へ
の

支
援
と
し
て
、
金
融
面
で
は
「
利
子
補
給
制

度
」
や
「
保
証
料
補
助
制
度
」、「
商
工
業
支
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Ａ

 

Ａ
 

Ｑ

 

Ｑ

 

Ｑ
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あなたの住民税・所得税が変わります！！ 
■平成19年から税源移譲により、住民税と所得税の税率が変わります 

「地方のことは地方で」という方針のもと、地方分権を積極的に進めていく「三位一体改革」

が実現します。その柱といえるのが、今回の「税源移譲」です。       

　「税源移譲」とは、住民税（地方税）と所得税（国税）の税率を変えることで、地方の税

収が増え、国の税収が減ることになり、およそ３兆円の税源が、国から地方へ移譲されます。 

住民税　平成19年６月分から適用　３段階の税率から、一律10％に統一       

所得税　平成19年１月分から適用　４段階の税率を、６段階に細分化  

■住民税（市民・府民税）所得割の税率 

課税所得 

200万円以下 

200万円を超え700万円まで 

700万円超え 

改　正　前 

税率 

5% 

10% 

13%

速算控除額 

0円 

100,000円 

310,000円 

改正後（平成19年度課税分） 

税　率   

 

一律10％ 

速算控除額 

 

0円 

■所得税の税率 

課税所得 

 

330万円まで 

 

  900万円まで 

1,800万円まで 

1,800万円超え 

改　　正　　前 

税率 

 

10% 

 

20% 

30% 

37%

速算控除額 

 

０円 

 

330,000円 

1,230,000円 

2,490,000円 

改正後（平成19年中所得分） 

課税所得  

195万円まで  

330万円まで  

695万円まで  

900万円まで  

1,800万円まで  

1,800万円超え 

税率 

5% 

10% 

20% 

23% 

33% 

40%

速算控除額 

0円 

97,500円 

427,500円 

636,000円 

1,536,000円 

2,796,000円 

※速算控除額とは、税額を算出する際に控除する金額です。 

　税額（100円未満切捨て）＝（課税所得×税率）－速算控除額  

ほとんどのかたが、１月分から所得税が減り、６月分からの住民税が増えることになります。 

「住民税＋所得税」の負担は基本的には変わりません。 

■定率減税が廃止されます 

税額の10％相当額を減額（12.5万円を限度）   

税額の7.5％相当額を減額（２万円を限度） 

所得税 

住民税 

平成19年１月納税分から廃止 

平成19年６月納税分から廃止 

昭和15年１月２日以前に生まれたかたの住民税の老年者非課税措置が廃止されましたが、経過措置がとら

れています 

何が変るの？ 

どう変るの？ 

平成18年 平成19年以降 

➡

➡

➡合計所得金額 

125万円以下のかた 

非課税 

平成17年度 

平成18年度は税額を３分の１に減額    

平成19年度は税額を３分の２に減額    

平成20年度以降は、全額負担  

平成18年以降 

あなたの住民税・所得税が変わります！！ あなたの住民税・所得税が変わります！！ 
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　宝くじの普及とともに、地域の活性化を願い、財団法

人自治総合センターでは、宝くじの売り上げ収益を財源

に地区が行うコミュニティ事業に対して、その事業費の

一部を助成されています。 

　同助成を受け、平成18年度には市内の６地区が、祭用

備品や区の備品などを整備されました。 

久美浜町　葛野区 
祭用備品を整備 

弥栄町　鳥取区 
祭用備品を整備 

峰山町　小西区 
公民館備品を整備 

大宮町　下常吉区 
区倉庫を整備 

網野町　浅茂川区 

区の備品などを整備 

丹後町　鞍内区 

祭用備品を整備 

職 員 配 置 票 先月号に続き、医師の配置換えをお知らせします。 

（異動者のみ掲載） 

 

 

久美浜病院診療部 

弥栄病院診療部 

外科医長　　○ 

小児科医師 

外科医師 

内科医師 

整形外科医長 

外科医師 

内科医師 

産婦人科部長 

内科医長 

八幡　武司 

森田　高史 

吉山　　敦 

横井　大祐 

平島　淑子 

中村　寛子 

堀口　正樹 

大田　美則 

上古　　操 

（久美浜病院診療部） 

（新規採用） 

（新規採用） 

（新規採用） 

（京都府併任を解く・正規職員に任命） 

（久美浜病院診療部） 

（久美浜病院診療部） 

（新規採用） 

（新規採用） 

退　職 

（３月31日付け） 

西村　行広 

鍋島加名栄 

田中　寛之 

堀江　秀樹 

（久美浜病院診療部歯科医師） 

（久美浜病院診療部小児科医師） 

（弥栄病院診療部循環器科医長兼野間診療所長） 

（弥栄病院診療部内科医長） 

※○印は、昇格者 

宝くじ助成で 

　コミュニティ活動 

宝くじ助成で 

　コミュニティ活動 
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京都府丹後文化会館 峰山町杉谷1030番地 

お問い合わせ先　☎62-5200

シネマ情報　丹後映画大好き劇場No.11 平成19年度　特別講演 

京都府議会議員一般選挙 京都府議会議員一般選挙 京都府議会議員一般選挙 京都府議会議員一般選挙 

巽 

昭 

氏
　
再
選 

巽 

昭 

氏
　
再
選 

巽 

昭 

氏
　
再
選 

投票状況 投票状況 

当日有権者数　50,685人 

               （男  24,041人・女  26,644人） 

投票者数　29,836人 

               （男  14,456人・女  15,380人） 

投  票  率　58.87㌫ 

               （男  60.13㌫・女  57.72㌫） 

開票結果 開票結果 

当　巽　　　昭（自由民主党） 

　　久保　幸司（無　所　属） 

　　荒田　保次（日本共産党） 

　任期満了に伴う京都府議会議員一般選挙

（定数62）が、３月30日告示、４月８日

投開票で行われました。 

　京丹後市選挙区の結果は、巽昭氏（自由

民主党）が、得票数14,048票で、再選さ

れました。 

（得票順・敬称略） 

14,048票 

10,621票 

4,761票 
網野郷土資料館 

網野郷土資料館、日曜日も開館します網野郷土資料館、日曜日も開館します 網野郷土資料館、日曜日も開館します 
　網野町木津の網野郷土資料館は、昭和20年に建て

られた旧木津小学校の校舎を利用した資料館です。少

し前まで使われていた生活道具（民具）を中心とした

展示を行っています。 

　平成18年度までは、火・土曜日の週２日の開館で

したが、平成19年度からは日曜日も開館します。 

◆開館日　毎週 火・土・日曜日 

◆時　間　9：30～16：00 

◆入館料　大人200円　子ども100円 

　　　　　※団体15人以上は、　　　　　　　　　

　　　大人120円 子ども60円です。 

　木造校舎の建物とともに、少し前の懐かしい雰囲気

をご覧ください。 

◎場　所　京都府丹後文化会館 

◎上映時間　10：00～12：01 

               13：00～15：01 

               16：00～18：01 

               19：00～21：01 

◎入場料金　一般券前売1,200円（当日1,500円） 

               シニア券（60歳以上）前売・当日1,000円 

               小人（３歳以上）学生（小・中高生） 

前売・当日800円 

◎主　催　（財）京都府丹後文化事業団 

◎場　所　京都府丹後文化会館 

◎上映時間　10：00～12：01 

               13：00～15：01 

               16：00～18：01 

               19：00～21：01 

◎入場料金　一般券前売1,200円（当日1,500円） 

               シニア券（60歳以上）前売・当日1,000円 

               小人（３歳以上）学生（小・中高生） 

前売・当日800円 

◎主　催　（財）京都府丹後文化事業団 

武士の一分 武士の一分 
命をかけて、守りたい愛がある。 

５/13（日） 

◎場　所　京都府丹後文化会館 

◎開　演　18：30（開場18：00） 

◎入場料金　一律4,500円（当日5,000円） 

               ※全席指定 

◎主　催　（財）京都府丹後文化事業団 

◎場　所　京都府丹後文化会館 

◎開　演　18：30（開場18：00） 

◎入場料金　一律4,500円（当日5,000円） 

               ※全席指定 

◎主　催　京丹後市・（財）京都府丹後文化事業団 

牡丹燈籠 牡丹燈籠 
怪談 

６/20（水） 

今月から京都府丹後文化会館で行われる催し物のご案内の掲載をはじめました 今月から京都府丹後文化会館で行われる催し物のご案内の掲載をはじめました 
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市立図書館　ご案内市立図書館　ご案内

５月の休館日 
14日（月）・21日（月）・28日（月） 

６月の休館日 
１日（金）・４日（月） 

※峰山・あみの図書館には、ブックポストがあります
ので、休館日の返却にご利用ください。 
※休館日は、本紙発行日の５月10日以降、次号発行日
の６月８日までを掲載しています。 

　市立図書館の貸出冊数は、昨年度に比べて

13,000冊以上の増加となりました。今後も、市

民のみなさんの『本棚』として、ご利用いただ

けるような、親しみやすい図書館（室）をめざ

して、さまざまな取り組みを行っていきます。 

　市立図書館で所蔵していない本は、京都府内

のほかの図書館や国立国会図書館などから取り

寄せすることができ、その数は、平成18年度で

は年間約4,000冊となりました。また、リクエ

ストに応じて図書館での購入も検討しますので、

読みたい本や調べたいことがある場合は、お気

軽にご相談ください。 

　市内の６つの図書館（室）では、幼いころから読書

に親しみ、本の好きなお子さんになってほしいと願い、

ボランティアのかたの協力を得ながら読み聞かせ事業

を実施しています。絵本の読み聞かせをはじめ、紙芝

居や手あそび、工作、おりがみなどで楽しい時間を過

ごしています。どなたでも、どこの会場でもご参加い

ただけますので、ぜひお越しください。 

市立図書館貸出冊数の推移 

【大宮図書室】 おはなしの時間「ちっちゃなおてて」 

　大宮図書室では、毎月第２土曜日の10：30からボラ

ンティアグループ「手をつなごう」のみなさんによる

読み聞かせ「ちっちゃなおてて」を開催しています。

おひざの上で聞いている赤ちゃんから、小学生のお子

さんで絵本コーナーは満員です。お話の後は、工作教

室を開き、３月には、筒の中からへびが飛び出す「へ

びぴょん」をつくりまし

た。 

　大型絵本をはじめ、パ

ネルシアター・エプロン

シアターなども上演して

います。 

みなさんの図書館をご利用ください みなさんの図書館をご利用ください 

   図 書 館 名     

      （場所） 

峰山図書館       金曜日 えほんのじかん 10：30～10：45０～２歳 

（峰山地域公民館）土曜日 おはなしひろば 14：30～15：00 幼児～小学生 

　　　　　　    木曜日 えほんのへや 10：00～10：20０～３歳 

                      土曜日 読み聞かせ  11：00～11：30 幼児～小学生 

                      土曜日 読み聞かせ  14：00～14：30 幼児～小学生 

（たちばな会館図書室）土曜日 読み聞かせ  14：00～14：30 幼児～小学生 

大宮図書室       第２土曜日 ちっちゃなおてて 10：30～10：50 ０歳～小学生 

弥栄図書室       第３木曜日 おはなし会  15：30～15：50   乳幼児 

（弥栄地域公民館） 第３土曜日 読み聞かせ会 14：00～14：30 幼児～小学生 

丹後図書室        

（丹後地域公民館） 

久美浜図書室 

（久美浜地域公民館） 

曜  日    名　称      時　間   対象年齢の目安 

水曜日 えほんのへや 15：30～15：50 幼児～小学生 

第４土曜日 おはなしの森 14：30～15：00 幼児～小学生 

あみの図書館 

（ら・ぽーと） 

小さなお子さんへの読み聞かせ 
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宮
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宮
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サ
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基
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産
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ベ
サ
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京
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京
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後
市
の
文
化
財
　
三
十

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
三
十

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
三
十

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
三
十

〜
大
宮
町

〜
大
宮
町

　
ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
基
準
産
地
〜

　
ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
基
準
産
地
〜

〜
大
宮
町

　
ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
基
準
産
地
〜

生息地保護区に環境省が設置した看板 

アベサンショウウオ 
　（提供 アベサンショウウオを守る会） 

　
今
回
は
、
大
宮
町
善
王
寺
（
ぜ
ん
の
う
じ
）

に
所
在
す
る
ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
基
準
産

地
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　
日
本
に
住
む
両
生
類
の
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

は
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
と
小
形
の
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
と
に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま
す
。

小
形
の
も
の
は
、
十
数
種
類
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
「
ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
」
は
、
京
都
府
登
録
文
化
財
・
市
指
定

文
化
財
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
環
境
省
の
「
絶

滅
の
恐
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
種
の
種
の
保

存
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
国
内
希
少
野

生
動
植
物
種
に
指
定
（
平
成
七
年
四
月
一
日

指
定
）
さ
れ
て
い
る
希
少
な
野
生
動
物
で
す
。

そ
の
た
め
捕
獲
し
た
り
す
る
と
、
法
律
に
よ

り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。 

　
両
生
類
の
ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
、
水

の
中
で
産
卵
し
、
幼
生
の
と
き
は
水
の
中
で

生
活
し
ま
す
。
産
卵
は
、
積
雪
直
前
の
寒
い

時
期
に
行
う
の
が
特
徴
で
す
。
幼
生
は
、
春

に
卵
か
ら
ふ
化
、
夏
に
な
る
と
カ
エ
ル
と
同

じ
よ
う
に
変
態
し
、
成
体
は
陸
に
上
が
り
ま

す
。
成
体
は
、
体
長
は
十
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
前
後

で
、
雄
の
方
が
雌
よ
り
大
き
い
で
す
。
成
体

は
、
竹
や
ぶ
の
中
や
林
床
（
り
ん
し
ょ
う
）

の
落
ち
葉
の
間
に
ひ
っ
そ
り
と
生
活
す
る
た

め
、
な
か
な
か
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、

産
卵
の
時
期
の
み
水
の
中
に
出
て
き
ま
す
。 

　
ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
、
昭
和
七
年
に

中
郡
長
善
村
姫
宮
神
社
（
現
在
の
大
宮
町
善

王
寺
）
で
初
め
て
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
発
見

さ
れ
た
成
体
な
ど
は
、
広
島
文
理
科
大
学
の

佐
藤
井
岐
雄
教
授
の
も
と
へ
送
ら
れ
、
佐
藤

教
授
は
昭
和
九
年
三
月
の
「
広
島
文
理
科
大

学
紀
要
第
三
巻
二
号
」
に
新
し
い
種
と
し
て

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
佐
藤
教
授
は
、
そ
の
際

に
学
名
・
和
名
と
も
に
恩
師
の
阿
部
余
四
男

の
名
を
と
り
「
ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
」
と

名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
生
息
範
囲
は
、
京
丹
後
市
・
与
謝
野
町
、

兵
庫
県
豊
岡
市
、
福
井
県
嶺
南
地
域
、
石
川

県
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
息
範
囲
は
限
定
さ
れ

た
狭
い
場
所
で
あ
り
、
お
互
い
の
交
流
は
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

　
も
し
も
、
ほ
か
の
生
息
地
が
発
見
さ
れ
た

場
合
に
は
、
初
め
て
発
見
さ
れ
た
大
宮
町
善

王
寺
の
基
準
産
地
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
同

じ
種
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
基
準
産
地
は
、
学
術
的
に
も
貴
重
な
生

息
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
以
上
の
よ
う
に
、
希
少
な
野
生
生
物
で
あ

る
ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
種
の
認
定
が
行

わ
れ
た
基
準
産
地
と
し
て
学
術
的
に
も
貴
重

な
生
息
地
で
あ
る
点
か
ら
、
平
成
五
年
四
月

九
日
付
け
で
京
都
府
指
定
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
基
準
産
地

を
含
む
峰
山
町
長
岡
に
ま
た
が
る
地
域
は
、

平
成
十
八
年
七
月
三
日
に
、
環
境
省
の
「
善

王
寺
長
岡
ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
生
息
地
保

護
区
」
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
息

地
保
護
区
で
は
、
指
定
以
前
か
ら
地
元
の
「
ア

ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
守
る
会
」
が
、
生
息

地
の
維
持
管
理
や
生
態
観
察
を
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。 
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「しわ榎」の苗木をていねいに植え付ける 

　　　　網野南小学校５年生の子どもたち 

京都府無形民俗文化財に 

　　　登録される「布袋野三番叟」 

約20年ぶりに復活した 

　　　　壱分地区の三番叟 

20年ぶりに三番叟を再開年ぶりに三番叟を再開 20年ぶりに三番叟を再開 

壱分三番叟壱分三番叟 壱分三番叟 

ふ
る
さ
と
の
文
化
を

ふ
る
さ
と
の
文
化
を 

　
　
　
　
守
り
伝
え
る

　
　
　
　
守
り
伝
え
る 

ふ
る
さ
と
の
文
化
を 

　
　
　
　
守
り
伝
え
る 

布
袋
野
三
番
叟

布
袋
野
三
番
叟 

布
袋
野
三
番
叟 

　
平
成
十
六
年
に
発
生
し
た
台
風
二
十
三
号

の
強
風
に
よ
り
、
致
命
的
被
害
を
こ
う
む
っ

た
浦
島
伝
説
ゆ
か
り
の
「
し
わ
榎
（
え
の
き
）」

（
網
野
町
網
野
）
の
二
代
目
と
な
る
後
継
樹

を
育
て
よ
う
と
、
網
野
町
郷
土
文
化
保
存
会

（
森
四
郎
会
長
）
の
メ
ン
バ
ー
十
人
と
、
網

野
南
小
学
校
（
田
中
敏
彦
校
長
・
二
百
五
十

八
人
）
の
五
年
生
三
十
六
人
が
三
月
十
九
日
、

苗
木
を
親
木
の
「
し
わ
榎
」
樹
生
地
横
へ
植

樹
し
ま
し
た
。 

　
苗
木
は
、
主
枝
が
折
れ
、
枯
死
の
危
険
が

あ
っ
た
「
し
わ
榎
」
か
ら
採
取
し
た
種
を
、

昨
年
四
月
に
網
野
町
郷
土
文
化
保
存
会
の
メ

ン
バ
ー
と
網
野
南
小
学
校
の
五
年
生
が
、
同

校
の
花
壇
へ
ま
き
、
一
年
間
大
切
に
育
て
て

き
ま
し
た
。
植
樹
祭
当
日
に
は
、
苗
木
約
五

十
本
が
四
十
〜
四
十
五
㌢
・
太
さ
九
㍉
ま
で

生
長
。
そ
の
中
の
六
本
を
樹
木
医
の
み
な
さ

ん
の
指
導
に
よ
り
、
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー

と
同
校
の
子
ど
も
た
ち
が
、
や
さ
し
く
掘

り
出
し
、
植
樹
場
所
ま
で
運
び
ま
し
た
。 

　
植
樹
で
は
、
親
木
の
「
し
わ
榎
」
を
取

り
囲
む
よ
う
に
周
囲
六
か
所
に
苗
木
を
一

本
ず
つ
植
樹
。
樹
木
医
の
松
元
廣
美
さ
ん

は
、「
今
日
植
え
た
苗
木
が
、
親
木
の
よ
う

に
大
き
く
元
気
に
育
つ
よ
う
、
草
取
り
な

ど
面
倒
を
み
て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。 

　
残
り
の
苗
木
は
、
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー

の
手
で
、
同
校
や
網
野
北
小
学
校
、
網
野

郷
土
資
料
館
な
ど
五
か
所
へ
植
樹
さ
れ
る

予
定
で
す
。 

 

元
気
に
育
っ
て 
元
気
に
育
っ
て 

浦
島
太
郎
ゆ
か
り
の「
し
わ
榎
」二
世
を
植
樹 

　
網
野
南
小
学
校
・
網
野
町
郷
土
文
化
保
存
会 

浦
島
太
郎
ゆ
か
り
の「
し
わ
榎
」二
世
を
植
樹 

　
網
野
南
小
学
校
・
網
野
町
郷
土
文
化
保
存
会 

主枝の折れた「しわ榎」 

　
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
四
月
十
五
日
、
久

美
浜
町
の
布
袋
野
地
区
と
壱
分
地
区
で
、

郷
土
芸
能
の
「
三
番
叟
（
さ
ん
ば
そ
う
）」

が
は
な
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
布
袋
野
の
三
番
叟
は
、
「
京
都
府
無
形

民
俗
文
化
財
」
に
登
録
さ
れ
、
「
天
下
泰

平
」
と
「
五
穀
豊
穣
」
を
願
い
地
元
の
川

上
三
神
社
の
春
祭
に
奉
納
さ
れ
ま
す
。
祭

礼
当
日
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
笛
の
音
と

と
も
に
地
元
の
青
・
壮
年
男
性
四
人
が
稲

荷
、
翁
、
白
色
尉
（
は
く
し
き
じ
ょ
う
）、

黒
色
尉
（
こ
く
し
き
じ
ょ
う
）
と
呼
ば
れ

る
化
粧
を
し
た
「
立
役
（
た
ち
や
く
・
演

者
の
こ
と
）
」
を
務
め
、
地
区
内
を
練
り

歩
き
、
神
社
境
内
の
舞
堂
で
三
味
線
や
太

鼓
、
鼓
な
ど
の
演
奏
に
あ
わ
せ
て
、
力
強

い
熟
練
し
た
舞
を
奉
納
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
壱
分
の
三
番
叟
で
は
、
地
元
の

小
・
中
学
生
三
人
が
、
「
踏
み
子
」
と
呼

ば
れ
る
演
者
を
務
め
、
地
元
の
持
田
神
社

で
、
鼓
や
笛
な
ど
の
演
奏
に
あ
わ
せ
、
舞

を
奉
納
し
ま
し
た
。
同
地
区
の
三
番
叟
は
、

地
元
の
子
ど
も
が
減

る
中
で
、
い
っ
た
ん

途
絶
え
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
、
約
二
十

年
ぶ
り
に
再
開
。
多

く
の
観
客
の
見
守
る

中
、
若
々
し
い
機
敏

な
動
き
で
、
千
歳
（
せ

ん
ざ
い
）、
黒
き
（
く

ろ
き
）
、
白
き
（
し

ろ
き
・
翁
と
も
い
う
）

と
呼
ば
れ
る
役
を
演

じ
ま
し
た
。 
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丹
後
大
宮
駅 

木
津
温
泉
駅 

丹
後
神
野
駅 

甲
山
駅 

久
美
浜
駅 

天
橋
立
駅 

網
野
駅 

峰
山
駅 

至　宮津 

至　豊岡 

経ヶ岬（灯台） 

間人皇后　聖徳太子母子像 

琴引浜 

絶景マリンビュー 
エリア 

日本三景 
　天橋立 

200円バスで 出かけよう 

　食べてよし、手づくり・収穫体験してよし
の農業公園。桂由美さんなどにより『恋人の
聖地』として認定されるなど、華やかな園内は、
屋外ウェディングに最適。家族・友人・恋人、
大勢でお越しください。ヨーロッパのプチホ
テルの雰囲気でご宿泊いただけます。天然温
泉です。地ビール、手づくりソーセージ、石
窯ピッツァなど、どれも格別なおいしさです。
写真は、園内を走るチューチュートレイン。
パターゴルフ・ゴーカート・おもしろ自転車
など、終日楽しむことができます。 

 

久美浜湾 

丹後あじわいの郷 

『丹後あじわいの郷』下車　徒歩１分 

丹後古代の里資料館 
『丹後庁舎前』下車　徒歩８分 

丹後温泉はしうど荘 
『丹後庁舎前』下車　徒歩１分 
　お食事・ご宿泊できます 

弥栄あしぎぬ温泉 
『あしぎぬ温泉』下車　徒歩１分 
『王国の湯』、『卑弥呼の湯』水曜休み、お食事可 

『日本海の海水のみを原料とし
た“天然塩”がたいへん好評で
すよ』 

朝市の様子（日曜日）8：00～10：00ごろまで 
　（11月～４月は8：30～10：30ごろまで） 

TEL（0772）72-5261 
ホームページは 
　http://www.amino-town.jp/amity/

琴引浜鳴き砂文化館 

体験学習に最適です 
『琴引浜』下車　徒歩１分 

『琴引浜』下車　徒歩９分 

絶景マリンビューエリア 
車窓からの大パノラマ 

アミティ丹後 
『網野』下車　徒歩８分 

 

※回数券をお買い求めになると、１回の乗車が実質182円とさらにお得に（11枚綴りで2，000円：車内購入可） 
※詳しい観光スポット情報は、市のホームページで紹介しています。（http//www.city.kyotango.kyoto.jp/） 

峰 山  

網 野  

丹 後  

弥 栄  

 

ラッピングバスも運行しています 
※200円バスは１回乗車の運賃です 
　３回乗車でも合計600円と低額です 

～路線バスのお出かけマップ～ 
ご家族・ご友人・ご親戚と、みんなが集って楽しさ倍増！

 

運賃上限 
200円エリア 
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伊根の舟屋群 

立岩 

『丹後庁舎前』下車　徒歩５分 

『丹後庁舎前』下車　徒歩２分 
道の駅　てんきてんき丹後 

ふるさと 
再発見 

 

（※）は日曜・祝日、12/30～1/3運休 

間人線上り 
間人線上り 
海岸線下り（※） 
間人線上り 
循環線右廻り 
間人線上り（※） 
循環線右廻り 
海岸線下り 
海岸線下り 
間人線上り 
循環線右廻り 
海岸線下り（※） 
間人線上り 
循環線右廻り 
海岸線下り 
間人線上り 
間人線上り 
海岸線下り 
循環線右廻り 
海岸線下り 
海岸線下り 

 
 
 6：35 
 
 7：54 
  
10：00 
10：42 
12：15 
 
13：00 
13：45 
 
14：35 
15：55 
 
 
16：45 
17：30 
18：10 
20：00

 
  
 6：54 
 
 8：13 
 
10：19 
11：01 
12：34 
 
13：19 
14：04 
 
14：54 
16：14 
 
 
17：04 
17：49 
18：29 
20：19

 
 
 6：57 
 
 8：16 
 
10：22 
11：04 
12：37 
 
13：22 
14：07 
 
14：57 
16：17 
 
 
17：07 
17：52 
18：32 
20：22

 
 
 7：08 
 
 8：24 
 
10：33 
11：12 
12：45 
 
13：30 
14：15 
 
15：08 
16：25 
 
 
17：15 
18：03 
18：40 
20：30

 5：43 
 6：40 
 7：23 
 7：30 
 8：39 
 9：05 
10：48 
11：27 
13：00 
12：45 
13：45 
14：30 
14：45 
15：23 
16：40 
16：40 
17：10 
17：30 
18：18 
18：55 
20：45

 6：07 
 7：04 
 
 7：54 
 9：03 
 9：29 
11：12 
 
 
13：09 
14：09 
 
15：09 
15：47 
 
17：04 
17：34 
 
18：42

 6：20 
 7：17 
 
 8：07 
 9：16 
 9：42 
11：25 
 
 
13：22 
14：22 
 
15：22 
16：00 
 
17：17 
17：47 
 
18：55

 5：48 
 6：45 
 7：28 
 7：35 
 8：44 
 9：10 
10：53 
11：32 
13：05 
12：50 
13：50 
14：35 
14：50 
15：28 
16：45 
16：45 
17：15 
17：35 
18：23 
19：00 
20：50

 

峰
山
駅
前 

網
　
野 

琴
引
浜 

間
　
人 

丹
後
庁
舎
前 

弥
栄
病
院
前 

峰
山
駅
前 

網
野
駅 

間人線下り（※） 
循環線左廻り 
循環線左廻り 
間人線下り 
間人線下り 
間人線下り 
間人線下り 
間人線下り 
間人線下り 
循環線左廻り 
間人線下り 
間人線下り（※） 
間人線下り 
間人線下り 
間人線下り（金曜のみ） 

 7：33 
 8：23 
10：02 
10：55 
12：02 
12：59 
13：55 
14：55 
15：55 
16:45 
18：02 
18：55 
20：04 
21：15 
22：35

 7：46 
 8：36 
10：15 
11：08 
12：15 
13：12 
14：08 
15：08 
16：08 
16：58 
18：15 
19：08 
20：17 
21：28 
22：48

 8：05 
 8：55 
10：34 
11：27 
12：34 
13：31 
14：27 
15：27 
16：27 
17：17 
18：34 
19：27 
20：36 
21：47 
23：07

 8：10 
 9：00 
10：39 
11：32 
12：39 
13：36 
14：32 
15：32 
16：32 
17：22 
18：39 
19：32 
20：41 
21：52 
23：12

 

峰
山
駅
前 

間
　
人 

丹
後
庁
舎
前 

弥
栄
病
院
前 

（※）は日曜・祝日、12/30～1/3運休 

（※）は日曜・祝日、12/30～1/3運休 

海岸線上り（※） 
海岸線上り 
海岸線上り（※） 
海岸線上り 
循環線左廻り 
循環線左廻り 
海岸線上り 
海岸線上り 
海岸線上り（※） 
循環線左廻り 
海岸線上り 

 6：29 
 7：19 
 7：49 
 8：34 
 8：55 
10：34 
12：39 
14：16 
16：29 
17：17 
18：01

 6：34 
 7：24 
 7：54 
 8：39 
 9：00 
10：39 
12：44 
14：21 
16：34 
17：22 
18：06

 6：49 
 7：39 
 8：09 
 8：54 
 9：15 
10：54 
12：59 
14：36 
16：49 
17：37 
18：21

 7：00 
 7：47 
 8：17 
 9：02 
 9：23 
11：05 
13：07 
14：47 
16：57 
17：48 
18：29

 7：03 
 7：50 
 8：20 
 9：05 
 9：26 
11：08 
13：10 
14：50 
17：00 
17：51 
18：32

 7：22 
 8：09 
 8：39 
 9：24 
 9：45 
11：27 
13：29 
15：09 
17：19 
18：10 
18：51

 

丹
後
庁
舎
前 

琴
引
浜 

網
　
野 

網
野
駅
前 

峰
山
駅
前 

間
　
人 

 

月～金 
土日祝 
月～金 
土日祝 
月～金 
土日祝 
月～金 
土日祝 
通　年 

 8：20 
 9：30 
10：10 
11：10 
11：40 
13：10 
14：10 
14：40 
16：10

 8：23 
 9：33 
10：13 
11：13 
11：43 
13：13 
14：13 
14：43 
16：13

 8：34 
 9：44 
10：24 
11：24 
11：54 
13：24 
14：24 
14：54 
16：24

 8：42 
 9：52 
10：32 
11：32 
12：02 
13：32 
14：32 
15：02 
16：32

 8：45 
 9：55 
10：35 
11：35 
12：05 
13：35 
14：35 
15：05 
16：35

網
野
駅
前 

あ
し
ぎ
ぬ
温
泉
前 

弥
栄
病
院
前 

丹
後
あ
じ
わ
い
の
郷 

網
　
野 

 

弥
栄
病
院
線
上
り 

月～金 
土日祝 
月～金 
土日祝 
月～金 
月～金 
土日祝 
土日祝 
通　年 
通　年 

 7：40 
 8：40 
 9：10 
10：20 
10：40 
12：30 
12：20 
13：40 
15：20 
16：40

 7：43 
 8：43 
 9：13 
10：23 
10：43 
12：33 
12：23 
13：43 
15：23 
16：43

 7：51 
 8：51 
 9：21 
10：31 
10：51 
12：41 
12：31 
13：51 
15：31 
16：51

 8：02 
 9：02 
 9：32 
10：42 
11：02 
12：52 
12：42 
14：02 
15：42 
17：02

 8：05 
 9：05 
 9：35 
10：45 
11：05 
12：55 
12：45 
14：05 
15：45 
17：05

 

網
野
駅
前 

あ
し
ぎ
ぬ
温
泉
前 

弥
栄
病
院
前 

丹
後
あ
じ
わ
い
の
郷 

網
　
野 

 

弥
栄
病
院
線
下
り 

表紙→ 

←表紙（裏） 

 

三
月
に
配
布
し
ま
し

た
時
刻
表
で
、
よ
り

詳
し
い
情
報
を
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。 

路線やバス停が 
一目でわかります 

市では交通施策として、『わかりやすく、使いやすい』公共交通の実現に向け取り
組んでいます。ぜひ、一度ご乗車いただき、その魅力を感じてください。 

上限200円バス時刻表（抜粋） 
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発行／京丹後市役所　　編集／秘書広報広聴課 

〒627-8567　京都府京丹後市峰山町杉谷889 

　　　   ☎0772‐69‐0110　FAX0772‐69‐0901 

ホームページ  http://www.city.kyotango.kyoto.jp 

E-mail  hishokoho@city.kyotango.kyoto.jp

人口・世帯数 

男　　　30，757人 

女　　　33，172人 

計　　　63，929人 

世帯数　22，069世帯 

　　（４月１日現在） 

美
し
い
ふ
る
さ
と
を
守
る

美
し
い
ふ
る
さ
と
を
守
る

花で飾ろう

　　　「王国の道」

花で飾ろう

　　　「王国の道」

　
緑
化
意
識
や
環
境
保
全
意
識
の

高
揚
を
図
ろ
う
と
、
三
月
三
十
一

日
、
島
津
連
合
区
の
住
民
の
み
な

さ
ん
な
ど
約
七
十
人
が
、
網
野
町

島
津
の
島
津
農
道
（
通
称
・
花
水

木
街
道
）
で
、
花
水
木
や
ヤ
マ
ボ

ウ
シ
な
ど
の
苗
木
四
十
四
本
を
植

樹
し
ま
し
た
。 

　
島
津
農
道
や
丹
後
広
域
農
道
は
、

市
内
に
点
在
す
る
国
営
農
地
を
南

北
に
結
ぶ
道
路
で
あ
る
と
と
も
に
、

主
要
な
観
光
拠
点
を
つ
な
ぐ
道
路

と
し
て
、
多
く
の
観
光
客
の
か
た

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
当
日
は
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん

が
沿
道
に
設
け
ら
れ
た
植
樹
帯
へ
、

花
水
木
な
ど
の
苗
木
を
植
樹
す
る

と
と
も
に
、
道
路
周
辺
の
散
乱
ご

み
を
一
つ
ひ
と
つ
て
い
ね
い
に
回

収
し
ま
し
た
。 

　
市
で
は
「
二
十
一
世
紀
土
地
改

良
区
創
造
運
動
」
と
し
て
、
農
道

へ
の
苗
木
の
植
樹
な
ど
の
取
り
組

み
を
進
め
て
お
り
、
網
野
町
俵
野

と
久
美
浜
町
三
分
を
結
ぶ
農
道
「
フ

ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
」
で
も
、
久
美
浜

高
等
学
校
の
生
徒
の
み
な
さ
ん
が
、

四
季
折
々
の
花
の
植
栽
な
ど
を
行

っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

「ごみのポイ捨て防止啓発標語」入賞作品「ごみのポイ捨て防止啓発標語」入賞作品10点 

さようなら　ポイ捨て！！　おかえり元気な地球（井野大成さん・大宮第一小学校４年） 

捨てないで　丹後の自然が　泣いている（西村愛美さん・大宮第一小学校４年） 

ポイ捨ては　自分のハートも　ゴミだらけ（堀真由璃さん・大宮第一小学校４年） 

ポイ捨ては　自分の住む星　よごすこと（高田翔一郎さん・大宮第一小学校６年） 

気をつけて　ポイすてせずに　リサイクル（山口真奈美さん・大宮第二小学校４年） 

ポイ捨てを　している大人を　子がまねる（青木実夏さん・大宮第二小学校５年） 

捨てないで　山にも川にも　歩道にも（本城智堂さん・大宮第二小学校５年） 

ポイ捨ては　自然も心も　破壊する（小坂まりさん・大宮第三小学校６年） 

ポイ捨ては　ぼくらの未来を　こわしてる（島田淳平さん・大宮第三小学校６年） 

ポイすては　自然をこわす　犯罪者（田上智哉さん・大宮第三小学校６年） 

「ごみのポイ捨て防止啓発標語」入賞作品10点 

さようなら　ポイ捨て！！　おかえり元気な地球（井野大成さん・大宮第一小学校４年） 

捨てないで　丹後の自然が　泣いている（西村愛美さん・大宮第一小学校４年） 

ポイ捨ては　自分のハートも　ゴミだらけ（堀真由璃さん・大宮第一小学校４年） 

ポイ捨ては　自分の住む星　よごすこと（高田翔一郎さん・大宮第一小学校６年） 

気をつけて　ポイすてせずに　リサイクル（山口真奈美さん・大宮第二小学校４年） 

ポイ捨てを　している大人を　子がまねる（青木実夏さん・大宮第二小学校５年） 

捨てないで　山にも川にも　歩道にも（本城智堂さん・大宮第二小学校５年） 

ポイ捨ては　自然も心も　破壊する（小坂まりさん・大宮第三小学校６年） 

ポイ捨ては　ぼくらの未来を　こわしてる（島田淳平さん・大宮第三小学校６年） 

ポイすては　自然をこわす　犯罪者（田上智哉さん・大宮第三小学校６年） 

島津農道で植樹イベント島津農道で植樹イベント 島津農道で植樹イベント 

苗木を一つひとつ、ていねいに植樹される参加者

のみなさん 

　
京
都
府
と
京
丹
後
市
で
は
、
不
法

投
棄
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と

し
て
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、

地
域
の
環
境
保
全
を
考
え

て
も
ら
お
う
と
、
市
内
の

小
学
生
を
対
象
に
「
ご
み

の
ポ
イ
捨
て
防
止
啓
発
標

語
」
を
募
集
。
今
回
は
、

大
宮
町
内
の
三
小
学
校
の

生
徒
三
百
六
十
人
（
四
〜

六
年
生
）
か
ら
応
募
い
た

だ
き
、
十
点
を
入
賞
作
品

に
決
定
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
三
月
十
四
日
に

は
、
不
法
投
棄
を
防
止
す

る
ネ
ッ
ト
（
高
さ
二
㍍
・

延
長
三
〇
㍍
）
を
、
ご
み

の
不
法
投
棄
が
頻
発
す
る

府
道
網
野
岩
滝
線
沿
い
の

「
駒
返
し
の
滝
」
（
大
宮

町
延
利
）
付
近
に
設
置
。

ネ
ッ
ト
に
は
、
不
法
投
棄

の
抑
止
効
果
が
一
層
高
ま

る
こ
と
を
期
待
し
、
「
ご

み
の
ポ
イ
捨
て
防
止
啓
発

標
語
」
に
入
賞
し
た
作
品

を
掲
示
し
て
い
ま
す
。 不

法
投
棄
防
止
ネ
ッ
ト
を
設
置

不
法
投
棄
防
止
ネ
ッ
ト
を
設
置 

不
法
投
棄
防
止
ネ
ッ
ト
を
設
置 

平成19年5月 広報きょうたんご

32


